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〔
研
究
ノ
ー
ト
〕
複
合
文
化
社
会
・
ハ
ワ
イ
の
日
本
語
テ
レ
ビ 

―
テ
レ
ビ
雑
誌
『Kokiku

』
に
着
目
し
て
― 

松
永
智
子 

   
 
 

一 

地
域
文
化
と
し
て
の
日
本
語
テ
レ
ビ 

 
 

 

一
九
九
三
年
に
、
史
上
初
め
て
の
外
国
人
横
綱
と
し
て
注
目

を
浴
び
た
ハ
ワ
イ
出
身
の
元
力
士
・
曙
太
郎
（
一
九
六
九
年
生

ま
れ
。
一
九
九
六
年
に
日
本
に
帰
化
。
旧
名
チ
ャ
ド
・
ジ
ョ
ー

ジ
・
ハ
ヘ
オ
・
ロ
ー
ウ
ェ
ン
）
は
、
一
九
八
八
年
の
来
日
以
前
、

故
郷
で
日
本
語
テ
レ
ビ
に
親
し
ん
で
い
た
こ
と
を
語
っ
て
い
る(1)

。

大
学
生
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
か
ら
力
士
に
転
身
し
た
チ

ャ
ド
青
年
に
と
っ
て
、
相
撲
と
の
出
逢
い
は
少
年
時
代
に
観
た

テ
レ
ビ
中
継
に
遡
る
と
い
う
。
ハ
ワ
イ
・
オ
ア
フ
島
近
郊
の
島

に
生
ま
れ
た
曙
に
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
キ
ュ
ー
バ
、
ハ
ワ
イ

の
血
が
流
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
日
系
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
関

わ
り
が
深
い
家
庭
環
境
で
は
な
か
っ
た
が
、
日
本
語
テ
レ
ビ
と

の
接
触
は
チ
ャ
ド
少
年
の
日
常
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
一
九
七
〇

か
ら
八
〇
年
代
の
ハ
ワ
イ
に
は
、
他
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー

プ
に
も
共
有
さ
れ
た
日
本
語
テ
レ
ビ
文
化
圏
が
存
在
し
て
い
た

と
い
え
よ
う
。
ハ
ワ
イ
の
地
域
文
化
と
し
て
の
日
本
語
テ
レ
ビ

と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。 

 

本
稿
は
、
米
国
ハ
ワ
イ
州
ホ
ノ
ル
ル
で
刊
行
さ
れ
て
い
た
月

刊
テ
レ
ビ
雑
誌
『Kokiku

』（
一
九
七
五
―
二
〇
一
一
）
に
着
目

し
、
日
英
二
ヶ
国
語
表
記
の
ロ
ー
カ
ル
誌
が
、
複
合
文
化
社
会
・

ハ
ワ
イ
に
お
け
る
日
本
語
テ
レ
ビ
の
発
展
に
与
え
た
影
響
に
つ

い
て
考
察
す
る
。『Kokiku

』
は
、
ハ
ワ
イ
の
日
本
語
放
送
局

KIKU

（
一
九
六
七
―
一
九
八
一
）
の
ス
タ
ッ
フ
で
漫
画
家
の
藤

〈
参
考
文
献
〉 

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
連
盟
『
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
の
歩
み 

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
連
盟
五

〇
年
史
』CQ

出
版
、
一
九
七
六
年 

飯
田
豊
「
つ
な
が
り
の
メ
デ
ィ
ア
史
序
説
―
戦
後
日
本
の
無
線
文
化
に
お
け
る
志

向
性
の
類
型
化
」『
福
山
大
学
人
間
学
部
紀
要
』
一
二
号
、
二
〇
一
二
年 

金
子
俊
夫
『
ハ
ム
の
世
界
』CQ

出
版
、
一
九
七
二
年 

高
橋
雄
造
『
ラ
ジ
オ
の
歴
史 

工
作
文
化
と
電
子
工
業
の
歩
み
』
法
政
大
学
出
版

局
、
二
〇
一
一
年 

富
田
英
典
・
藤
本
憲
一
・
岡
田
朋
之
・
松
田
美
佐
・
高
田
伯
彦
『
ポ
ケ
ベ
ル
・
ケ

ー
タ
イ
主
義
』
ジ
ャ
ス
ト
シ
ス
テ
ム
、
一
九
九
七
年 

野
上
元
「『
マ
イ
コ
ン
』
と
『
パ
ソ
コ
ン
』
の
あ
い
だ
―
パ
ソ
コ
ン
雑
誌
『I/O

』

に
み
る
早
期
採
用
者
た
ち
に
お
け
る
情
報
技
術
私
有
化
に
つ
い
て
」『
社
会
情
報

学
研
究
』
九
（
二
）、
二
〇
〇
五
年 

溝
尻
真
也
「
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
家
は
何
を
欲
望
し
て
き
た
の
か
―
雑
誌
『
無
線
と

実
験
』
に
み
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」『
日
本
語
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
』
九

号
、
二
〇
〇
九
年 

溝
尻
真
也
「
ラ
ジ
オ
自
作
の
メ
デ
ィ
ア
史
」『
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研

究
』
七
六
号
、
二
〇
一
三
年 

ポ
ス
カ
ン
ザ
ー
、
デ
ボ
ラ
・R

「
無
線
マ
ニ
ア
か
ら
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
へ
」『
二

〇
世
紀
の
メ
デ
ィ
ア 

一 

エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
メ
デ
ィ
ア
の
近
代
』
ジ
ャ
ス
ト
シ
ス

テ
ム
、
一
九
九
六
年 

吉
見
俊
哉
『
声
の
資
本
主
義
』
講
談
社
メ
チ
エ
、
一
九
九
五
年 

吉
見
俊
哉
ら
『
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
電
話
』
弘
文
堂
、
一
九
九
二
年 
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井
日
出
男
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
：
画
夢
）
と
、
毎
日
新
聞
英
文
部
記

者
出
身
の
鈴
木
瑞
枝
（
洗
礼
名
：
セ
シ
リ
ア
）
夫
妻
に
よ
っ
て

営
ま
れ
、
オ
ア
フ
島
内
外
で
絶
大
な
人
気
を
博
し
た(2)

。
藤
井
も

鈴
木
も
、
戦
後
に
ハ
ワ
イ
に
渡
っ
た
新
し
い
移
住
者
で
あ
る
。

印
刷
を
老
舗
の
日
本
語
新
聞
社
、ハ
ワ
イ
報
知（
一
九
一
二
―
）

に
委
託
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
一
九
九
五
年
に
藤
井
が
没
し

た
後
、『Kokiku

』
は
同
社
に
売
却
さ
れ
、
二
〇
一
一
年
ま
で
続

刊
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
雑
誌
の
特
性
は
編
集
者
の
個
性
に
依
る

た
め
、
本
稿
で
は
、
藤
井
・
鈴
木
夫
妻
が
編
集
に
あ
た
っ
て
い

た
一
九
七
五
年
か
ら
一
九
九
五
年
ま
で
を
考
察
対
象
と
す
る
。 

 

ハ
ワ
イ
の
日
本
語
メ
デ
ィ
ア
に
関
す
る
先
行
研
究
は
、
日
本

語
新
聞
を
扱
っ
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
研
究(3)

お
よ
び
移
民
研
究(4)

、

ラ
ジ
オ
や
映
画
、
テ
レ
ビ
に
言
及
し
た
移
民
芸
能
史
研
究(5)

、
ア

メ
リ
カ
の
放
送
政
策
研
究(6)

、
そ
し
て
海
外
放
送
事
業
の
当
事
者

で
あ
る
日
本
放
送
協
会
（NHK

）
の
実
態
調
査(7)

に
分
け
ら
れ
る
。

概
し
て
蓄
積
の
厚
い
新
聞
研
究
に
対
し
、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
の

放
送
が
十
分
に
検
討
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。
発
展
途

上
で
あ
る
、
ハ
ワ
イ
日
本
語
放
送
史
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
意
義

は
小
さ
く
な
い
だ
ろ
う
。 

 

一
方
で
、
多
様
な
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
が
接
触
し
文
化
の
複
合
化

が
進
む
ハ
ワ
イ
に
お
け
る
、
日
系
文
化
の
ロ
ー
カ
ル
化
は
、
こ

れ
ま
で
多
く
の
社
会
学
、
人
類
学
研
究
で
詳
ら
か
に
さ
れ
て
き 

た(8)

。
メ
デ
ィ
ア
に
つ
い
て
も
、
ホ
ス
ト
社
会
に
同
化
し
た
二

世
・
三
世
が
運
営
す
る
日
系
英
語
メ
デ
ィ
ア
や
、
ハ
ワ
イ
の
主

流
新
聞
に
お
け
る
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
表
象
を
扱
っ
た
白
水
繁
彦
の

一
連
の
研
究
が
あ
る(9)

。
た
だ
し
、
い
ず
れ
も
主
た
る
考
察
対
象

は
新
聞
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
後
の
力
士
・
曙
で
あ
る
チ
ャ
ド

少
年
が
経
験
し
た
ロ
ー
カ
ル
な
文
化
状
況
を
理
解
す
る
た
め
に

は
、
活
字
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
新
聞
や
雑
誌
、
視
覚
メ
デ
ィ
ア
の

映
画
、
放
送
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
な
ど
が
相

互
に
作
用
し
合
う
メ
デ
ィ
ア
環
境
の
把
握
が
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
本
稿
で
は
、
一
九
七
五
年
か
ら
一
九
九
五
年
ま
で

の
雑
誌
『Kokiku

』
と
ロ
ー
カ
ル
な
日
本
語
テ
レ
ビ
文
化
と
の

関
係
に
着
目
し
、
ハ
ワ
イ
の
日
本
語
放
送
文
化
史
構
築
に
向
け

た
考
察
を
試
み
た
い
。 

 

管
見
の
限
り
、『Kokiku

』
を
参
照
し
た
先
行
研
究
は
見
当
た



219 218 

ら
な
い
が
、
毎
月
の
番
組
表
や
日
系
テ
レ
ビ
局
関
連
の
ニ
ュ
ー

ス
が
掲
載
さ
れ
た
同
誌
は
記
録
性
に
富
み
、
ハ
ワ
イ
の
日
本
語

テ
レ
ビ
放
送
の
実
態
を
把
握
す
る
上
で
、
極
め
て
重
要
な
資
料

で
あ
る(10)

。 

  
 
 

二
『Kokiku
』
の
時
代 

 

（
一
）「
ハ
ワ
イ
の
皆
さ
ま
」
に
寄
り
添
う
テ
レ
ビ
雑
誌 

 

一
九
七
五
年
一
〇
月
、
テ
レ
ビ
雑
誌
『Kokiku

』(11)

が
ホ
ノ
ル

ル
の
藤
井
・
鈴
木
夫
妻
に
よ
っ
て
創
刊
さ
れ
た
。
Ｂ
五
版
の
カ

ラ
ー
表
紙
で
全
三
四
頁
。
頁
末
に
は
、
ホ
ノ
ル
ル
の
百
貨
店
・

白
木
屋
な
ど
日
系
商
店
の
広
告
が
並
ん
だ
。
一
冊
一
・
五
ド
ル

（
年
間
購
読
料
一
五
ド
ル
）
の
月
刊
雑
誌
は
、
創
刊
当
時
、
編

集
作
業
は
も
ち
ろ
ん
、
印
刷
所
と
の
取
引
、
書
店
へ
の
配
達
、

契
約
購
読
者
へ
の
郵
送
ま
で
の
す
べ
て
を
夫
妻
二
人
で
ま
か
な

っ
て
い
た
と
い
う
。
鈴
木
編
集
長
の
名
で
書
か
れ
た
発
刊
の
辞

に
は
、「
ハ
ワ
イ
の
人
々
」
の
「
心
の
友
」
に
な
り
た
い
と
い
う

志
が
表
明
さ
れ
て
い
る
。 

 

 

『
こ
ぎ
く
』
は
ハ
ワ
イ
の
皆
さ
ま
の
雑
誌
で
す
。 

 

ち
ょ
う
ど
水
前
寺
清
子
が
巾
広
い
年
齢
層
の
フ
ァ
ン
を
持

つ
よ
う
に
、
家
族
全
員
の
た
め
の
雑
誌
と
し
て
誕
生
し
ま
し

た
。 

 

キ
ク
・
テ
レ
ビ
番
組
が
中
心
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ハ
ワ
イ

社
会
の
で
き
ご
と
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
の
声
も
と
り
入
れ
た

独
自
な
、
ロ
ー
カ
ル
色
の
濃
い
、
わ
れ
ら
の
マ
ガ
ジ
ン
と
し

て
発
展
さ
せ
て
行
き
た
い
と
望
ん
で
お
り
ま
す
。 

 

ど
う
か
『
こ
ぎ
く
』
が
、
ハ
ワ
イ
の
人
々
の
心
の
友
と
し

て
健
や
か
に
育
っ
て
く
れ
ま
す
よ
う
、
皆
さ
ま
の
ご
指
導
と

御
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
致
し
ま
す(12) 

  

日
本
語
に
親
し
む
一
世
に
も
、
英
語
を
母
語
と
す
る
二
世
以

降
の
世
代
に
も
、
ま
た
他
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
の
人
々

に
も
親
し
ん
で
も
ら
い
た
い
。
日
系
社
会
の
人
々
に
向
け
て
、

で
は
な
く
、
多
様
な
「
ハ
ワ
イ
の
皆
さ
ま
」
を
意
識
し
た
雑
誌

づ
く
り
は
、
す
べ
て
の
記
事
を
日
英
両
ヶ
国
語
表
記
と
し
、
こ

 

井
日
出
男
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
：
画
夢
）
と
、
毎
日
新
聞
英
文
部
記

者
出
身
の
鈴
木
瑞
枝
（
洗
礼
名
：
セ
シ
リ
ア
）
夫
妻
に
よ
っ
て

営
ま
れ
、
オ
ア
フ
島
内
外
で
絶
大
な
人
気
を
博
し
た(2)

。
藤
井
も

鈴
木
も
、
戦
後
に
ハ
ワ
イ
に
渡
っ
た
新
し
い
移
住
者
で
あ
る
。

印
刷
を
老
舗
の
日
本
語
新
聞
社
、ハ
ワ
イ
報
知（
一
九
一
二
―
）

に
委
託
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
一
九
九
五
年
に
藤
井
が
没
し

た
後
、『Kokiku

』
は
同
社
に
売
却
さ
れ
、
二
〇
一
一
年
ま
で
続

刊
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
雑
誌
の
特
性
は
編
集
者
の
個
性
に
依
る

た
め
、
本
稿
で
は
、
藤
井
・
鈴
木
夫
妻
が
編
集
に
あ
た
っ
て
い

た
一
九
七
五
年
か
ら
一
九
九
五
年
ま
で
を
考
察
対
象
と
す
る
。 

 

ハ
ワ
イ
の
日
本
語
メ
デ
ィ
ア
に
関
す
る
先
行
研
究
は
、
日
本

語
新
聞
を
扱
っ
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
研
究(3)

お
よ
び
移
民
研
究(4)

、

ラ
ジ
オ
や
映
画
、
テ
レ
ビ
に
言
及
し
た
移
民
芸
能
史
研
究(5)

、
ア

メ
リ
カ
の
放
送
政
策
研
究(6)

、
そ
し
て
海
外
放
送
事
業
の
当
事
者

で
あ
る
日
本
放
送
協
会
（NHK

）
の
実
態
調
査(7)

に
分
け
ら
れ
る
。

概
し
て
蓄
積
の
厚
い
新
聞
研
究
に
対
し
、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
の

放
送
が
十
分
に
検
討
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。
発
展
途

上
で
あ
る
、
ハ
ワ
イ
日
本
語
放
送
史
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
意
義

は
小
さ
く
な
い
だ
ろ
う
。 

 

一
方
で
、
多
様
な
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
が
接
触
し
文
化
の
複
合
化

が
進
む
ハ
ワ
イ
に
お
け
る
、
日
系
文
化
の
ロ
ー
カ
ル
化
は
、
こ

れ
ま
で
多
く
の
社
会
学
、
人
類
学
研
究
で
詳
ら
か
に
さ
れ
て
き 

た(8)

。
メ
デ
ィ
ア
に
つ
い
て
も
、
ホ
ス
ト
社
会
に
同
化
し
た
二

世
・
三
世
が
運
営
す
る
日
系
英
語
メ
デ
ィ
ア
や
、
ハ
ワ
イ
の
主

流
新
聞
に
お
け
る
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
表
象
を
扱
っ
た
白
水
繁
彦
の

一
連
の
研
究
が
あ
る(9)

。
た
だ
し
、
い
ず
れ
も
主
た
る
考
察
対
象

は
新
聞
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
後
の
力
士
・
曙
で
あ
る
チ
ャ
ド

少
年
が
経
験
し
た
ロ
ー
カ
ル
な
文
化
状
況
を
理
解
す
る
た
め
に

は
、
活
字
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
新
聞
や
雑
誌
、
視
覚
メ
デ
ィ
ア
の

映
画
、
放
送
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
な
ど
が
相

互
に
作
用
し
合
う
メ
デ
ィ
ア
環
境
の
把
握
が
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
本
稿
で
は
、
一
九
七
五
年
か
ら
一
九
九
五
年
ま
で

の
雑
誌
『Kokiku

』
と
ロ
ー
カ
ル
な
日
本
語
テ
レ
ビ
文
化
と
の

関
係
に
着
目
し
、
ハ
ワ
イ
の
日
本
語
放
送
文
化
史
構
築
に
向
け

た
考
察
を
試
み
た
い
。 

 

管
見
の
限
り
、『Kokiku

』
を
参
照
し
た
先
行
研
究
は
見
当
た
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ど
も
番
組
か
ら
歌
謡
界
の
ス
タ
ー
、
時
代
劇
に
至
る
ま
で
の
幅

広
い
特
集
を
組
ん
だ
り
、
地
域
の
話
題
を
豊
富
に
取
り
入
れ
た

り
す
る
工
夫
が
図
ら
れ
た
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
当
時
ハ
ワ
イ

で
は
、テ
レ
ビ
朝
日
か
ら
番
組
提
供
を
受
け
たKIKU

の
み
が
夕

方
六
時
か
ら
一
一
時
ま
で
の
一
日
約
五
時
間
、
地
上
波
で
日
本

語
番
組
を
放
送
し
て
お
り
、『Kokiku

』
はKIKU

の
付
属
雑
誌

的
性
格
を
帯
び
て
い
た
。 

          

〈
図
一
『Kokiku

』
創
刊
号
の
表
紙
お
よ
び
番
組
表
〉 

 

創
刊
号
に
掲
載
さ
れ
たKIKU

総
支
配
人
ジ
ョ
ア
ン
二
宮
の

祝
辞
に
は
、「
今
後
、
こ
の
雑
誌
を
通
し
て
局
と
ハ
ワ
イ
の
皆
さ

ま
と
の
結
び
つ
き
が
益
々
深
い
も
の
と
な
り
ま
す
よ
う
に
…
」

と
あ
る(13)

。
同
号
の
「
ロ
ス
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
だ
よ
り
」
で
は
、
老

舗
日
本
語
新
聞
『
羅
府
新
報
』
記
者
の
笠
間
茂
が
、「
テ
レ
ビ
・

メ
ー
ト
雑
誌
」
あ
る
い
は
「
テ
レ
ビ
・
フ
ァ
ン
雑
誌
」
と
い
っ

た
「
活
字
媒
体
」
は
、「
日
語
版
テ
レ
ビ
」
と
い
う
「
電
波
媒
体
」

と
そ
の
視
聴
者
を
結
ぶ
上
で
極
め
て
重
要
な
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る

と
指
摘
し
て
い
る(14)

。
雑
誌
と
い
う
活
字
メ
デ
ィ
ア
は
、
テ
レ
ビ

と
い
う
電
波
メ
デ
ィ
ア
の
送
り
手
と
受
け
手
を
、
具
体
的
に
は

ど
の
よ
う
に
「
密
接
」
に
す
る
の
だ
ろ
う
か
。『Kokiku

』
を
も

と
に
、
第
三
章
で
考
察
し
た
い
。
以
下
で
は
ま
ず
、『Kokiku

』

が
読
ま
れ
て
い
た
背
景
を
理
解
す
る
た
め
に
、
一
九
六
七
年
の

KIKU

開
局
か
ら
一
九
九
〇
年
代
ま
で
の
ハ
ワ
イ
の
日
本
語
テ

レ
ビ
放
送
の
概
要
と
、
ハ
ワ
イ
社
会
に
お
け
る
日
系
人
・
日
本

人
の
構
成
に
つ
い
て
押
さ
え
よ
う
。 
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（
二
）
待
望
の
日
本
語
専
門
テ
レ
ビ
局KIKU

の
誕
生 

 

一
九
六
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ホ
ノ
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放
送
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語
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ハ
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イ
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帰
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ヴ
ァ

ー
立
石
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尽
力
と
、
日
本
語
テ
レ
ビ
放
送
を
渇
望
す
る
日
系

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
需
要
に
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っ
て
誕
生
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る(15)

。

KIKU

開
局
以
前
、
す
で
に
一
九
二
九
年
に
は
、
ハ
ワ
イ
の
ラ
ジ

オ
局
か
ら
日
本
語
番
組
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放
送
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て
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た
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戦
時
期
の
中
断

を
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て
、
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九
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〇
年
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、

KULA-TV

と
い
っ
た
ホ
ノ
ル
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レ
ビ
局
を
通
じ
、
一
週
間
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日
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。
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日
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。 

 

人
口
だ
け
で
は
な
い
。
日
系
は
ハ
ワ
イ
の
政
財
界
の
上
層
部

に
進
出
し
、
一
九
五
四
年
に
日
本
航
空
の
太
平
洋
線
一
番
機
が

ホ
ノ
ル
ル
に
到
着
し
て
以
降
、
日
本
人
渡
航
者
は
年
々
増
加
し

て
い
っ
た
。
一
九
六
〇
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日
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追
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は
、
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と
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う
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の
送
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手
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を
、
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体
的
に
は

ど
の
よ
う
に
「
密
接
」
に
す
る
の
だ
ろ
う
か
。『Kokiku

』
を
も

と
に
、
第
三
章
で
考
察
し
た
い
。
以
下
で
は
ま
ず
、『Kokiku

』

が
読
ま
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て
い
た
背
景
を
理
解
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る
た
め
に
、
一
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六
七
年
の

KIKU

開
局
か
ら
一
九
九
〇
年
代
ま
で
の
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の
日
本
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テ
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ビ
放
送
の
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要
と
、
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会
に
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日
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・
日
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つ
い
て
押
さ
え
よ
う
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七
年
にKIKU

開
局
が
承
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
。FCC

と
の
聴
聞

会
記
録
を
詳
細
に
分
析
し
た
魚
住（
一
九
九
八
年
）に
よ
れ
ば
、

英
語
リ
テ
ラ
シ
ー
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
ホ
ノ
ル
ル
の
一
定

数
の
住
民
に
日
本
語
テ
レ
ビ
放
送
の
需
要
が
あ
る
と
審
議
会
で

認
め
ら
れ
た
こ
と
が
、
最
終
的
な
開
局
許
可
に
つ
な
が
っ
た
と

い
う(16)

。 

 

か
く
し
てKIKU

は
、テ
レ
ビ
朝
日
か
ら
提
供
さ
れ
た
番
組
に

自
社
制
作
番
組
を
加
え
、
一
九
六
七
年
一
一
月
三
日
に
初
放
映

を
実
現
し
た(17)

。
局
名
で
あ
るKIKU
は
、「
菊
薫
る
天
長
節
の
佳

日
を
期
し
て
初
放
映
を
行
な
っ
た
と
こ
ろ
」
に
由
来
す
る
と
い

う
。
ハ
ワ
イ
の
日
系
芸
能
史
を
ま
と
め
た
ジ
ャ
ッ
ク
田
坂
は
、

当
時
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
描
写
し
て
い
る
。 

 

 

放
送
開
始
当
時
は
設
備
も
不
充
分
で
視
聴
取
状
態
も
不

良
。
映
像
が
途
切
れ
て
音
ば
か
り
な
の
で
、
見
る
テ
レ
ビ

で
は
な
く
「
聞
く
テ
レ
ビ
」
な
ど
の
弥
次
も
飛
ん
だ
。
し

か
し
、
海
外
で
は
初
め
て
の
日
本
語
テ
レ
ビ
局
と
し
て
発

足
し
たKIKU

は
、
毎
晩
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
ア
ワ
ー
に
娯
楽
番

組
を
放
映
し
、
次
第
に
日
系
社
会
に
定
着
し
て
、
次
々
と

思
い
出
に
残
る
好
番
組
も
増
え
、NHK

の
大
河
ド
ラ
マ
や

紅
白
歌
合
戦
な
ど
が
、
ハ
ワ
イ
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た(18)

。 

  

英
語
字
幕
を
つ
け
たKIKU

の
番
組
は
日
系
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

内
外
の
幅
広
い
世
代
に
絶
大
な
支
持
を
得
た
が
、
な
か
で
も
熱

心
に
視
聴
し
て
い
た
の
は
、
戦
前
に
渡
布
し
た
日
系
一
世
や
日

本
語
が
話
せ
る
二
世
、
つ
ま
り
日
系
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
「
お
年

寄
り
」
だ
っ
た
と
い
う(19)

。
ゴ
ー
ル
デ
ン
タ
イ
ム
に
は
、
日
本
か

ら
輸
入
し
た
音
楽
番
組
や
現
代
ド
ラ
マ
、
時
代
劇
が
放
映
さ
れ

た
。『Kokiku

』
に
よ
れ
ば
、
大
相
撲
の
中
継
も
人
気
番
組
だ
っ

た
よ
う
で
あ
る(20)

。KIKU

の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
放
映
に
携
わ
っ
て

い
た
『Kokiku

』
の
藤
井
日
出
男
（
画
夢
）
は
、「
日
系
社
会
の

お
年
寄
り
た
ち
は
ベ
ッ
ド
に
正
座
し
て
涙
を
流
し
な
が
ら
見
て

い
た
」
と
当
時
を
振
り
返
っ
て
い
る
。 
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〈
図
二 

画
：
藤
井
画
夢
『Kokiku

』 

   

一
九
八
五
年
七
月
号
、
三
三
頁
〉 

      

彼
ら
に
と
っ
て
は
、
日
本
の
番
組
を
「
見
る
」
だ
け
で
な
く
、

日
本
語
や
日
本
の
歌
を「
聞
く
」喜
び
も
大
き
か
っ
た
だ
ろ
う
。

KIKU

開
局
か
ら
八
年
後
の
一
九
七
五
年
に
『Kokiku

』
は
創
刊

さ
れ
た
。
一
九
八
〇
年
九
月
号
の
読
者
欄
に
は
、「
吾
々
老
境
組

は
、
こ
う
し
た
［KIKU

放
映
や
『Kokiku

』
刊
行
と
い
う
］
御

奉
仕
に
よ
り
、
余
生
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
と
本
当

に
明
治
者
と
し
て
は
満
腔
の
感
謝
を
捧
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
存
じ
ま
す
。
ど
う
ぞ
吾
々
の
意
を
く
み
と
ら
れ
、
喜
ば
せ
て

下
さ
い
」
と
い
う
、
明
治
生
ま
れ
の
日
系
一
世
、
ハ
ワ
イ
島
在

住
読
者
か
ら
の
手
紙
が
紹
介
さ
れ
て
い
る(21)

。
編
集
長
の
鈴
木
は
、

同
誌
が
高
齢
の
一
世
に
読
ま
れ
愛
さ
れ
た
こ
と
を
、「
一
世
に
間

に
合
っ
て
本
当
に
良
か
っ
た
」
と
回
顧
し
て
い
る(22)

。
創
刊
十
二

周
年
号
に
は
、
過
労
で
何
度
も
倒
れ
な
が
ら
も
、
鈴
木
が
休
刊

な
く
『Kokiku

』
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
は
、
苦
労
を
重
ね
た

日
系
一
世
へ
の
思
い
が
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
た
。 

 
 

 

頭
だ
け
で
な
く
う
ん
と
身
体
も
動
か
し
て
、
一
世
の
苦

労
に
近
づ
き
た
い
、
そ
ん
な
思
い
で
働
い
て
い
ま
し
た
。

懐
か
し
い
、
十
二
年
前
で
す(23)

。 

  

『Kokiku

』
と
と
も
に
ハ
ワ
イ
の
人
々
に
親
し
ま
れ
たKIKU

で
あ
っ
た
が
、
広
告
収
入
だ
け
に
頼
る
テ
レ
ビ
局
の
経
営
は
振

る
わ
ず
、
円
高
に
よ
る
番
組
購
入
料
の
高
騰
も
相
ま
っ
て
、
一

九
八
一
年
、
つ
い
に
外
部
資
本
に
買
収
さ
れ
て
し
ま
う
。
局
の

改
編
に
伴
い
、
日
本
語
放
送
枠
も
大
幅
に
縮
小
さ
れ
た
。
し
か

も
真
昼
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深
夜
な
ど
に
割
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当
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れ
た
た
め
、KIKU

の
フ
ァ
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団
欒
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ゴ
ー
ル
デ
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本
語
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組
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テ
レ
ビ

で
は
な
く
「
聞
く
テ
レ
ビ
」
な
ど
の
弥
次
も
飛
ん
だ
。
し

か
し
、
海
外
で
は
初
め
て
の
日
本
語
テ
レ
ビ
局
と
し
て
発

足
し
たKIKU

は
、
毎
晩
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
ア
ワ
ー
に
娯
楽
番

組
を
放
映
し
、
次
第
に
日
系
社
会
に
定
着
し
て
、
次
々
と

思
い
出
に
残
る
好
番
組
も
増
え
、NHK

の
大
河
ド
ラ
マ
や

紅
白
歌
合
戦
な
ど
が
、
ハ
ワ
イ
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た(18)

。 

  

英
語
字
幕
を
つ
け
たKIKU

の
番
組
は
日
系
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

内
外
の
幅
広
い
世
代
に
絶
大
な
支
持
を
得
た
が
、
な
か
で
も
熱

心
に
視
聴
し
て
い
た
の
は
、
戦
前
に
渡
布
し
た
日
系
一
世
や
日

本
語
が
話
せ
る
二
世
、
つ
ま
り
日
系
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
「
お
年

寄
り
」
だ
っ
た
と
い
う(19)

。
ゴ
ー
ル
デ
ン
タ
イ
ム
に
は
、
日
本
か

ら
輸
入
し
た
音
楽
番
組
や
現
代
ド
ラ
マ
、
時
代
劇
が
放
映
さ
れ

た
。『Kokiku

』
に
よ
れ
ば
、
大
相
撲
の
中
継
も
人
気
番
組
だ
っ

た
よ
う
で
あ
る(20)

。KIKU

の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
放
映
に
携
わ
っ
て

い
た
『Kokiku

』
の
藤
井
日
出
男
（
画
夢
）
は
、「
日
系
社
会
の

お
年
寄
り
た
ち
は
ベ
ッ
ド
に
正
座
し
て
涙
を
流
し
な
が
ら
見
て

い
た
」
と
当
時
を
振
り
返
っ
て
い
る
。 
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（
三
）
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
番
組
提
供
局NGN

の
台
頭 

 

一
九
八
一
年
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
憂
い
た
ハ
ワ
イ
大
学
の

研
究
者
た
ち
が
発
起
人
と
な
り
、
日
米
合
同
資
本
（
ア
メ
リ
カ

五
一
％
、
日
本
四
九
％
）
で
ケ
ー
ブ
ル
を
利
用
し
た
番
組
供
給

局Nippon 
Golden 

Network

（NGN

）
が
設
立
さ
れ
た
。
中
心

と
な
っ
た
の
は
、
日
系
二
世
、
三
世
の
研
究
で
著
名
で
あ
っ
た

ハ
ワ
イ
大
学
マ
ノ
ア
校
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
の

Dennis 
M. 

Ogawa

（
一
九
四
三
―
）
で
あ
る
。Ogawa

教
授
の

求
め
に
、「
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
メ
デ
ィ
ア

へ
の
移
行
」
を
予
見
し
て
い
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
の

泰
斗Wilbur Schramm

（
一
九
〇
七
―
一
九
八
七
）
や
テ
レ
ビ

研
究
のJack 

Lyle

（
一
九
二
九
―
一
九
八
九
）
ら
が
応
じ
、

資
金
提
供
を
お
こ
な
っ
た
。
な
か
で
も
学
習
院
大
学
教
授
で
ハ

ワ
イ
大
学
東
西
研
究
所
主
任
研
究
員
の
加
藤
秀
俊
（
一
九
三
〇

―
）
は
、
番
組
提
供
会
社
と
し
て
の
テ
レ
ビ
東
京
や
、
株
主
と

し
て
の
西
武
グ
ル
ー
プ
、
電
通
な
ど
の
仲
介
に
奔
走
し
た(24)

。
日

本
中
世
文
学
研
究
者
で
翻
訳
家
・
ジ
ャ
ズ
奏
者
と
し
て
も
著
名

なJames 
T. 

Araki

（
一
九
二
六
―
一
九
九
一
）
は
、
英
語
字

幕
作
成
を
担
当
し
て
い
る
。「
ゴ
ー
ル
デ
ン
タ
イ
ム
の
日
本
語
テ

レ
ビ
放
送
を
守
り
た
い
」
と
い
うOgawa

教
授
の
篤
志
と
彼
の

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、NGN

創
設
を
実
現
さ
せ
た

と
い
え
る
だ
ろ
う
。NGN

の
代
表
取
締
役
社
長
に
もOgawa

教

授
が
就
任
し
た
。NGN

は
ハ
ワ
イ
で
最
も
多
く
の
契
約
者
を
も

つ
ケ
ー
ブ
ル
会
社
オ
ー
シ
ャ
ニ
ッ
ク
・TV

と
提
携
し
、
視
聴
料

金
は
毎
月
一
一
・
九
五
ド
ル
（
ケ
ー
ブ
ル
設
置
料
四
〇
ド
ル
の

他
、毎
月
の
基
本
料
金
九･

九
五
ド
ル
も
必
要
）に
設
定
さ
れ
た
。

当
時
の
ホ
ノ
ル
ル
で
は
、
オ
ー
シ
ャ
ニ
ッ
ク
に
契
約
す
れ
ば
、

三
大
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
公
共
放
送
、KIKU

な
ど
の
地
上
波
放
送

も
含
め
て
、
合
計
三
一
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
視
聴
が
可
能
で
あ
っ
た(25)

。

 

 

一
九
八
二
年
一
月
一
日
よ
り
、
毎
晩
六
時
か
ら
十
時
ま
で
の

日
本
語
番
組
を
放
映
し
たNGN

は
、「
戻
っ
て
き
た
!!
プ
ラ
イ

ム
・
タ
イ
ム
の
日
本
語
テ
レ
ビ
番
組
」
と
歓
迎
さ
れ
た(26)

。
翌
年

に
は
映
像
コ
ン
テ
ン
ツ
貿
易
の
中
央
映
画
貿
易
株
式
会
社
が

NGN
グ
ル
ー
プ
に
加
わ
り
、NGN

東
京
支
局
と
し
て
番
組
の
買
い

付
け
か
ら
輸
送
ま
で
の
業
務
を
請
け
負
う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

も
手
伝
い
、NHK

朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
や
東
映
映
画
な
ど
の
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放
映
も
実
現
し
て
い
る
。
良
質
な
英
語
字
幕
と
、
バ
ラ
エ
テ
ィ

に
富
む
番
組
編
制
が
好
評
を
博
し
、NGN

は
着
実
に
視
聴
者
を

拡
大
し
て
い
っ
た
。
四
〇
〇
〇 

五
五
〇
〇
世
帯
で
ス
タ
ー
ト

し
た
契
約
世
帯
数
は
、
二
年
後
の
一
九
八
三
年
末
に
は
当
初
の

目
標
で
あ
っ
た
六
〇
〇
〇
世
帯
を
上
回
る
七
九
二
六
世
帯
を
達

成
し
て
い
る(27)

。
八
五
年
に
は
、「NHK

ニ
ュ
ー
ス
の
同
日
放
送
」

を
行
い
、
そ
の
画
期
性
が
脚
光
を
浴
び
た
。
一
九
時
間
の
時
差

を
利
用
し
た
「
同
日
放
送
」
の
か
ら
く
り
は
こ
う
で
あ
る
。
ま

ず
、
成
田
空
港
で
のNHK

ニ
ュ
ー
ス
を
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
に
録
画

し
、
日
本
航
空
の
最
終
便
で
空
輸
す
る
。
早
朝
の
ホ
ノ
ル
ル
空

港
で
待
ち
構
え
て
い
た
職
員
が
テ
ー
プ
を
受
け
取
り
、
バ
イ
ク

でNGN

ス
タ
ジ
オ
ま
で
運
び
、
朝
の
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
放
映
し

た
。
実
に
綱
渡
り
の
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る(28)

。
や
が
て
九
〇
年
代
に

衛
星
放
送
が
普
及
す
る
と
、
テ
レ
ビ
番
組
が
モ
ノ
と
し
て
輸
出

入
さ
れ
る
時
代
は
幕
を
閉
じ
た
。 

 
NGN

の
成
功
や
、
ハ
ワ
イ
へ
の
日
本
人
観
光
客
お
よ
び
日
本

企
業
の
増
加
を
受
け
、
一
九
八
二
年
以
降
に
は
地
上
波
でKHNL

、

KSHO

、KHAI

、
ケ
ー
ブ
ル
でJN

プ
ロ
、FNI

（
フ
ジ
テ
レ
ビ
）

な
ど
の
日
本
語
専
門
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
続
出
し
た(29)

。
七
〇
年
代
後

半
か
ら
八
〇
年
代
に
か
け
て
は
、
日
系
ア
メ
リ
カ
人
と
し
て
初

め
て
の
州
知
事George

・R

・Ariyoshi

が
活
躍
し
た
り
、
日

本
の
芸
能
人
に
ハ
ワ
イ
で
年
末
年
始
を
過
ご
す
慣
習
が
広
ま
っ

た
り
と
、
ハ
ワ
イ
社
会
に
お
け
る
日
系
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
存
在

感
は
益
々
増
大
し
て
い
た
。『Kokiku

』
の
時
代
は
ハ
ワ
イ
の
日

本
語
テ
レ
ビ
黄
金
期
と
重
な
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
テ
レ
ビ

人
気
は
映
画
館
文
化
の
衰
退
を
招
く
ほ
ど
で
あ
っ
た(30)

。 

       
〈
図
三 

一
九
八
五
年
一
月
号
『Kokiku

』
掲
載
の
番
組
表 

 
 
 
 

：
五
チ
ャ
ン
ネ
ル
〉 

 

 

（
三
）
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
番
組
提
供
局NGN

の
台
頭 

 

一
九
八
一
年
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
憂
い
た
ハ
ワ
イ
大
学
の

研
究
者
た
ち
が
発
起
人
と
な
り
、
日
米
合
同
資
本
（
ア
メ
リ
カ

五
一
％
、
日
本
四
九
％
）
で
ケ
ー
ブ
ル
を
利
用
し
た
番
組
供
給

局Nippon 
Golden 

Network

（NGN

）
が
設
立
さ
れ
た
。
中
心

と
な
っ
た
の
は
、
日
系
二
世
、
三
世
の
研
究
で
著
名
で
あ
っ
た

ハ
ワ
イ
大
学
マ
ノ
ア
校
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
の

Dennis 
M. 

Ogawa

（
一
九
四
三
―
）
で
あ
る
。Ogawa

教
授
の

求
め
に
、「
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
メ
デ
ィ
ア

へ
の
移
行
」
を
予
見
し
て
い
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
の

泰
斗Wilbur Schramm

（
一
九
〇
七
―
一
九
八
七
）
や
テ
レ
ビ

研
究
のJack 

Lyle

（
一
九
二
九
―
一
九
八
九
）
ら
が
応
じ
、

資
金
提
供
を
お
こ
な
っ
た
。
な
か
で
も
学
習
院
大
学
教
授
で
ハ

ワ
イ
大
学
東
西
研
究
所
主
任
研
究
員
の
加
藤
秀
俊
（
一
九
三
〇

―
）
は
、
番
組
提
供
会
社
と
し
て
の
テ
レ
ビ
東
京
や
、
株
主
と

し
て
の
西
武
グ
ル
ー
プ
、
電
通
な
ど
の
仲
介
に
奔
走
し
た(24)

。
日

本
中
世
文
学
研
究
者
で
翻
訳
家
・
ジ
ャ
ズ
奏
者
と
し
て
も
著
名

なJames 
T. 

Araki

（
一
九
二
六
―
一
九
九
一
）
は
、
英
語
字

幕
作
成
を
担
当
し
て
い
る
。「
ゴ
ー
ル
デ
ン
タ
イ
ム
の
日
本
語
テ

レ
ビ
放
送
を
守
り
た
い
」
と
い
うOgawa

教
授
の
篤
志
と
彼
の

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、NGN

創
設
を
実
現
さ
せ
た

と
い
え
る
だ
ろ
う
。NGN

の
代
表
取
締
役
社
長
に
もOgawa

教

授
が
就
任
し
た
。NGN

は
ハ
ワ
イ
で
最
も
多
く
の
契
約
者
を
も

つ
ケ
ー
ブ
ル
会
社
オ
ー
シ
ャ
ニ
ッ
ク
・TV

と
提
携
し
、
視
聴
料

金
は
毎
月
一
一
・
九
五
ド
ル
（
ケ
ー
ブ
ル
設
置
料
四
〇
ド
ル
の

他
、毎
月
の
基
本
料
金
九･

九
五
ド
ル
も
必
要
）に
設
定
さ
れ
た
。

当
時
の
ホ
ノ
ル
ル
で
は
、
オ
ー
シ
ャ
ニ
ッ
ク
に
契
約
す
れ
ば
、

三
大
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
公
共
放
送
、KIKU

な
ど
の
地
上
波
放
送

も
含
め
て
、
合
計
三
一
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
視
聴
が
可
能
で
あ
っ
た(25)

。

 

 

一
九
八
二
年
一
月
一
日
よ
り
、
毎
晩
六
時
か
ら
十
時
ま
で
の

日
本
語
番
組
を
放
映
し
たNGN

は
、「
戻
っ
て
き
た
!!
プ
ラ
イ

ム
・
タ
イ
ム
の
日
本
語
テ
レ
ビ
番
組
」
と
歓
迎
さ
れ
た(26)

。
翌
年

に
は
映
像
コ
ン
テ
ン
ツ
貿
易
の
中
央
映
画
貿
易
株
式
会
社
が

NGN

グ
ル
ー
プ
に
加
わ
り
、NGN

東
京
支
局
と
し
て
番
組
の
買
い

付
け
か
ら
輸
送
ま
で
の
業
務
を
請
け
負
う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

も
手
伝
い
、NHK

朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
や
東
映
映
画
な
ど
の
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し
か
し
、NGN

を
除
く
テ
レ
ビ
局
は
、
経
営
の
失
敗
に
よ
り
、

開
局
か
ら
わ
ず
か
数
年
で
撤
退
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
。
一
九

八
九
年
当
時
、
ハ
ワ
イ
州
の
人
口
に
占
め
る
日
系
人
の
割
合
は

二
三
％
で
、
日
系
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
内
部
で
は
、
二
五
歳
か
ら

五
四
歳
ま
で
の
三
世
が
四
五
％
も
の
割
合
を
占
め
て
い
た
。NGN

は
入
念
な
市
場
調
査
に
よ
り
、
日
系
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
三
〇
％

を
占
め
る
五
五
歳
か
ら
八
四
歳
ま
で
の
二
世
を
メ
イ
ン
・
オ
ー

デ
ィ
エ
ン
ス
に
設
定
し
て
い
た
と
い
う
。NGN

が
有
料
チ
ャ
ン

ネ
ル
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
対
象
年
齢
層
を
高
く
設
定
す

る
の
は
合
理
的
で
あ
ろ
う
。NGN

の
視
聴
者
は
地
上
波
に
比
べ

て
日
系
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
色
が
強
く
な
っ
た
。 

 

一
九
八
〇
年
代
後
半
か
ら
日
本
語
テ
レ
ビ
の
閉
局
が
相
次
ぐ

な
か
、
一
九
九
三
年
にKHAI

とJN

プ
ロ
が
提
携
し
、
地
上
波

のKIKU

が
新
た
に
開
局
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
か
つ
て
のKIKU

と
は
全
く
の
別
会
社
で
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、『Kokiku

』

も
一
九
九
五
年
の
藤
井
の
他
界
を
契
機
と
し
て
、
九
七
年
に
は

鈴
木
も
引
退
、同
誌
は
や
が
て
ハ
ワ
イ
報
知
社
に
売
却
さ
れ
た
。

以
後
、
二
〇
一
五
年
現
在
に
至
る
ま
で
、
ハ
ワ
イ
の
日
本
語
テ

レ
ビ
放
送
は
、
地
上
波
のKIKU

と
、
ケ
ー
ブ
ル
のNGN

の
二
局

に
限
ら
れ
る
。 

           

〈
図
四 

一
九
九
三
年
四
月
号
『Kokiku

』
掲
載
の
番
組
表 

 
 
 
 
 
 
 

：KIKU

とNGN

の
二
局
に
な
っ
て
い
る
。〉 
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三 

テ
レ
ビ
と
視
聴
者
を
結
ぶ
『Kokiku

』 

 
 

 

前
章
で
は
、『Kokiku

』
の
時
代
背
景
を
概
観
し
て
き
た
。
日

本
語
を
第
一
言
語
と
す
る
一
世
、
二
世
か
ら
、
英
語
を
母
語
と

す
る
ハ
ワ
イ
生
ま
れ
の
三
世
、
四
世
へ
と
世
代
交
代
が
進
む
な

か
、
ハ
ワ
イ
の
日
本
語
テ
レ
ビ
は
常
に
新
し
い
視
聴
者
を
獲
得

し
て
き
た
。
そ
こ
に
、
テ
レ
ビ
雑
誌
は
ど
の
よ
う
な
機
能
を
果

た
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
章
で
は
、
ハ
ワ
イ
に
お
け
る
日
本
語

テ
レ
ビ
文
化
圏
の
形
成
、
つ
ま
り
テ
レ
ビ
と
視
聴
者
と
を
接
続

す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
雑
誌
『Kokiku
』
の
効
果
に
つ
い
て
、

以
下
三
つ
の
要
素
か
ら
検
討
す
る
。
な
お
、『Kokiku

』
の
発
行

部
数
は
年
々
増
大
し
て
い
っ
た
こ
と
が
編
集
者
欄
で
綴
ら
れ
て

お
り
、
ピ
ー
ク
時
に
は
五
〇
〇
〇
部
弱
を
記
録
し
た(31)

。 

 

（
一
）
番
組
情
報
の
提
供 

〈informative

〉 

 

第
一
に
、『Kokiku

』
に
掲
載
さ
れ
た
テ
レ
ビ
番
組
表
は
、
読

者
（
視
聴
者
）
に
と
っ
て
極
め
て
情
報
価
値
が
高
い
も
の
で
あ

っ
た
だ
ろ
う
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
当
時
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
検
索
サ
イ
ト
な
ど
存
在
し
な
い
。
番
組
表
は
当
地
の
主
流

英
字
新
聞
で
紹
介
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
小
さ
な
フ
ォ
ン

ト
で
タ
イ
ト
ル
の
み
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
り
、

英
語
表
記
の
み
で
あ
っ
た
り
し
て
、リ
テ
ラ
シ
ー
の
な
い
一
世
、

二
世
に
は
実
用
的
で
は
な
か
っ
た
。『Kokiku

』
読
者
は
、
自
分

に
な
じ
み
の
あ
る
言
語
で
番
組
情
報
を
概
観
し
吟
味
し
な
が
ら
、

自
分
の
観
た
い
日
本
語
番
組
を
探
す
楽
し
み
も
経
験
で
き
た
の

で
あ
る
。 

 

次
に
、放
送
予
定
や
放
送
中
の
連
続
ド
ラ
マ
の「
あ
ら
す
じ
」

と
い
っ
た
番
組
情
報
が
、
テ
レ
ビ
を
「
読
む
」
こ
と
を
可
能
に

し
た
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
指
摘
し
た
い(32)

。
読
者
が
、
な
ん
ら

か
の
事
情
で
観
逃
し
た
連
続
番
組
の
内
容
を
『Kokiku

』
で
フ

ォ
ロ
ー
す
れ
ば
、
番
組
視
聴
者
の
「
脱
落
」
を
防
ぎ
、
新
た
な

「
参
入
」
を
も
促
す
効
果
に
つ
な
が
る
。
さ
ら
に
、
オ
ア
フ
島

以
外
の
島
々
で
は
、
多
数
の
火
山
を
抱
え
る
地
理
的
な
事
情
に

よ
り
、
各
地
上
波
放
送
局
の
電
波
が
不
安
定
に
な
る
事
態
も
珍

し
く
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
島
々
の
視
聴
者
に
と
っ
て
雑
誌
で

テ
レ
ビ
を
「
読
む
」
こ
と
は
貴
重
な
娯
楽
で
あ
り
、
異
な
る
島
々

 

 

し
か
し
、NGN

を
除
く
テ
レ
ビ
局
は
、
経
営
の
失
敗
に
よ
り
、

開
局
か
ら
わ
ず
か
数
年
で
撤
退
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
。
一
九

八
九
年
当
時
、
ハ
ワ
イ
州
の
人
口
に
占
め
る
日
系
人
の
割
合
は

二
三
％
で
、
日
系
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
内
部
で
は
、
二
五
歳
か
ら

五
四
歳
ま
で
の
三
世
が
四
五
％
も
の
割
合
を
占
め
て
い
た
。NGN

は
入
念
な
市
場
調
査
に
よ
り
、
日
系
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
三
〇
％

を
占
め
る
五
五
歳
か
ら
八
四
歳
ま
で
の
二
世
を
メ
イ
ン
・
オ
ー

デ
ィ
エ
ン
ス
に
設
定
し
て
い
た
と
い
う
。NGN

が
有
料
チ
ャ
ン

ネ
ル
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
対
象
年
齢
層
を
高
く
設
定
す

る
の
は
合
理
的
で
あ
ろ
う
。NGN

の
視
聴
者
は
地
上
波
に
比
べ

て
日
系
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
色
が
強
く
な
っ
た
。 

 

一
九
八
〇
年
代
後
半
か
ら
日
本
語
テ
レ
ビ
の
閉
局
が
相
次
ぐ

な
か
、
一
九
九
三
年
にKHAI

とJN

プ
ロ
が
提
携
し
、
地
上
波

のKIKU

が
新
た
に
開
局
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
か
つ
て
のKIKU

と
は
全
く
の
別
会
社
で
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、『Kokiku

』

も
一
九
九
五
年
の
藤
井
の
他
界
を
契
機
と
し
て
、
九
七
年
に
は

鈴
木
も
引
退
、同
誌
は
や
が
て
ハ
ワ
イ
報
知
社
に
売
却
さ
れ
た
。

以
後
、
二
〇
一
五
年
現
在
に
至
る
ま
で
、
ハ
ワ
イ
の
日
本
語
テ

レ
ビ
放
送
は
、
地
上
波
のKIKU

と
、
ケ
ー
ブ
ル
のNGN

の
二
局

に
限
ら
れ
る
。 

           

〈
図
四 

一
九
九
三
年
四
月
号
『Kokiku

』
掲
載
の
番
組
表 

 
 
 
 
 
 
 

：KIKU

とNGN

の
二
局
に
な
っ
て
い
る
。〉 
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に
居
住
す
る
読
者
（
視
聴
者
）
と
番
組
情
報
を
共
有
す
る
喜
び

に
も
つ
な
が
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。 

 

ま
た
、『Kokiku

』
は
グ
ラ
ビ
ア
写
真
を
多
用
し
、
テ
レ
ビ
の

ス
タ
ー
を
積
極
的
に
紹
介
し
て
い
っ
た
。
テ
レ
ビ
の
広
告
媒
体

で
も
あ
る
『Kokiku
』
は
、
テ
レ
ビ
局
や
映
画
配
給
会
社
か
ら
、

比
較
的
安
価
に
ス
タ
ー
の
写
真
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

一
九
七
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
の
『Kokiku

』
に
は
、
時
代
劇

の
人
気
ス
タ
ー
で
あ
っ
た
松
平
健
や
千
葉
真
一
、
松
坂
慶
子
、

歌
手
の
山
口
百
恵
や
ア
グ
ネ
ス
・
チ
ャ
ン
な
ど
が
頻
繁
に
登
場

し
て
い
る
。
ハ
ワ
イ
の
視
聴
者
に
と
っ
て
、
日
本
で
発
刊
さ
れ

て
い
る
月
刊
『
明
星
』（
集
英
社
）
な
ど
の
芸
能
雑
誌
は
言
語
や

価
格
の
問
題
で
敷
居
が
高
か
っ
た
た
め
、
日
系
の
書
店
で
い
つ

で
も
購
入
で
き
定
期
講
読
も
可
能
な
『Kokiku

』
は
貴
重
な
芸

能
情
報
誌
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

番
組
情
報
の
提
供
は
、
日
本
語
テ
レ
ビ
文
化
圏
の
形
成
や
維

持
に
と
っ
て
、「
視
聴
者
を
キ
ー
プ
す
る
」
即
時
報
酬
と
し
て
機

能
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

 

（
二
）
読
者
の
交
流
と
参
加
〈communicative

〉 

 

次
に
、
雑
誌
を
め
ぐ
る
読
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
着

目
す
る
。『Kokiku

』
誌
面
の
特
徴
を
捉
え
る
た
め
に
、
一
九
七

六
年
一
月
号
の
読
者
欄
（
二
六
頁
）
を
見
て
み
よ
う
。
こ
の
号

で
は
日
本
語
表
記
、
英
語
表
記
の
読
者
投
書
が
同
一
頁
に
掲
載

さ
れ
て
お
り
、読
者
像
を
知
る
手
が
か
り
と
な
る
。こ
こ
で
は
、

以
下
二
つ
の
投
書
を
紹
介
し
よ
う
。 

 

藤
井
日
出
男
様 

鈴
木
瑞
枝
様 

 

雑
誌
コ
ギ
ク
を
毎
月
発
行
し
て
頂
き
ま
し
て
本
当
に
有

難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
を
た
の
し
む
私
共
老
人
は
、

す
べ
て
が
く
わ
し
い
写
真
入
り
で
お
か
き
下
さ
い
ま
す
の

で
、
ど
ん
な
に
か
よ
く
分
り
、
内
容
も
は
っ
き
り
し
て
有

難
く
、
楽
し
く
過
さ
れ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
更
め
て
御

礼
申
上
げ
ま
す
。 

 
私
は
発
刊
以
来
毎
月
四
冊
、
人
様
に
も
あ
げ
ま
す
の
で

博
文
堂
［
在
ホ
ノ
ル
ル
日
本
語
書
店
］
で
買
っ
て
参
り
ま
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す
。
ご
発
展
を
祈
り
ま
す
。T 

  

原
文
が
日
本
語
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
投
稿
者
は
日
系
一
世

あ
る
い
は
二
世
で
あ
ろ
う
。
日
本
語
テ
レ
ビ
の
情
報
誌
と
し
て

『Kokiku

』
を
愛
読
す
る
の
み
な
ら
ず
、
知
人
へ
の
毎
月
の
贈

り
物
と
し
て
同
誌
を
購
入
し
て
い
る
と
い
う
。『Kokiku

』
誌
面

を
概
観
す
れ
ば
、投
稿
者
の
よ
う
に「
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
」

読
者
は
少
な
く
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る(33)

。
娯
楽
雑
誌
と
し
て
の

『Kokiku

』
は
、
親
し
い
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ツ

ー
ル
の
一
つ
で
も
あ
っ
た
。 

 
Dear 

KOKIKU, 

 
Saijo Hideki

［
西
城
秀
樹
］is one of my favorite 

singers. 
Could 

you 
please 

write 
about 

him 
in 

your 
next 

issue. 
I 
will 

really 
appreciate 

it. 
Thank 

you.  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Adeline 

                                             

 

こ
の
英
文
投
書
は
、『Kokiku

』
読
者
欄
に
お
け
る
頻
出
投
書

の
典
型
の
一
つ
、
一
フ
ァ
ン
と
し
て
ス
タ
ー
の
情
報
提
供
を
求

め
る
形
式
で
あ
る
。『Kokiku

』
は
読
者
の
質
問
や
要
望
に
応
え

る
形
で
、
映
画
や
テ
レ
ビ
、
歌
謡
界
ス
タ
ー
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

特
集
を
組
ん
だ
り
、
フ
ァ
ン
・
レ
タ
ー
の
送
り
先
を
紹
介
し
た

り
し
た(34)

。
さ
ら
に
、
番
組
や
ス
タ
ー
の
人
気
投
票
を
行
い
、
そ

の
結
果
を
読
者
に
フ
ィ
ー
ド
・
バ
ッ
ク
し
て
い
る(35)

。
ス
タ
ー
に

直
接
手
紙
を
書
い
た
り
、
好
き
な
番
組
を
投
票
し
た
り
と
い
っ

た
『Kokiku

』
を
通
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
テ
レ
ビ

文
化
に
対
す
る
読
者
（
視
聴
者
）
の
主
体
的
な
参
加
を
促
し
た

と
い
え
る
。 

 

参
加
感
覚
に
関
連
し
て
、
雑
誌
が
テ
レ
ビ
視
聴
者
間
の
同
胞

意
識
を
形
成
し
た
可
能
性
も
指
摘
で
き
る
。
発
刊
の
辞
で
「
わ

れ
ら
の
マ
ガ
ジ
ン
」
を
自
負
し
「
ハ
ワ
イ
の
人
々
」
の
「
心
の

友
」で
あ
り
た
い
と
宣
言
し
た
鈴
木
編
集
長
の
エ
ッ
セ
イ
に
は
、

読
者
つ
ま
り
テ
レ
ビ
視
聴
者
の
「
同
胞
」
意
識
を
示
す
表
現
が

度
々
出
て
く
る
。
例
え
ば
、
一
九
七
六
年
一
月
号
（
十
七
頁
）

に
は
、「
コ
ギ
ク
の
年
間
購
読
者
の
各
島
分
布
」
が
示
さ
れ
た
上

で
、
次
の
よ
う
に
綴
ら
れ
て
い
た
。 

 

に
居
住
す
る
読
者
（
視
聴
者
）
と
番
組
情
報
を
共
有
す
る
喜
び

に
も
つ
な
が
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。 

 

ま
た
、『Kokiku

』
は
グ
ラ
ビ
ア
写
真
を
多
用
し
、
テ
レ
ビ
の

ス
タ
ー
を
積
極
的
に
紹
介
し
て
い
っ
た
。
テ
レ
ビ
の
広
告
媒
体

で
も
あ
る
『Kokiku

』
は
、
テ
レ
ビ
局
や
映
画
配
給
会
社
か
ら
、

比
較
的
安
価
に
ス
タ
ー
の
写
真
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

一
九
七
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
の
『Kokiku

』
に
は
、
時
代
劇

の
人
気
ス
タ
ー
で
あ
っ
た
松
平
健
や
千
葉
真
一
、
松
坂
慶
子
、

歌
手
の
山
口
百
恵
や
ア
グ
ネ
ス
・
チ
ャ
ン
な
ど
が
頻
繁
に
登
場

し
て
い
る
。
ハ
ワ
イ
の
視
聴
者
に
と
っ
て
、
日
本
で
発
刊
さ
れ

て
い
る
月
刊
『
明
星
』（
集
英
社
）
な
ど
の
芸
能
雑
誌
は
言
語
や

価
格
の
問
題
で
敷
居
が
高
か
っ
た
た
め
、
日
系
の
書
店
で
い
つ

で
も
購
入
で
き
定
期
講
読
も
可
能
な
『Kokiku

』
は
貴
重
な
芸

能
情
報
誌
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

番
組
情
報
の
提
供
は
、
日
本
語
テ
レ
ビ
文
化
圏
の
形
成
や
維

持
に
と
っ
て
、「
視
聴
者
を
キ
ー
プ
す
る
」
即
時
報
酬
と
し
て
機

能
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

 

（
二
）
読
者
の
交
流
と
参
加
〈communicative

〉 

 

次
に
、
雑
誌
を
め
ぐ
る
読
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
着

目
す
る
。『Kokiku

』
誌
面
の
特
徴
を
捉
え
る
た
め
に
、
一
九
七

六
年
一
月
号
の
読
者
欄
（
二
六
頁
）
を
見
て
み
よ
う
。
こ
の
号

で
は
日
本
語
表
記
、
英
語
表
記
の
読
者
投
書
が
同
一
頁
に
掲
載

さ
れ
て
お
り
、読
者
像
を
知
る
手
が
か
り
と
な
る
。こ
こ
で
は
、

以
下
二
つ
の
投
書
を
紹
介
し
よ
う
。 

 

藤
井
日
出
男
様 

鈴
木
瑞
枝
様 

 

雑
誌
コ
ギ
ク
を
毎
月
発
行
し
て
頂
き
ま
し
て
本
当
に
有

難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
を
た
の
し
む
私
共
老
人
は
、

す
べ
て
が
く
わ
し
い
写
真
入
り
で
お
か
き
下
さ
い
ま
す
の

で
、
ど
ん
な
に
か
よ
く
分
り
、
内
容
も
は
っ
き
り
し
て
有

難
く
、
楽
し
く
過
さ
れ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
更
め
て
御

礼
申
上
げ
ま
す
。 

 

私
は
発
刊
以
来
毎
月
四
冊
、
人
様
に
も
あ
げ
ま
す
の
で

博
文
堂
［
在
ホ
ノ
ル
ル
日
本
語
書
店
］
で
買
っ
て
参
り
ま
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ケ
ー
ブ
ル
の
あ
る
ハ
ワ
イ
島
以
外
の
他
島
で
は
地
域
的

に
キ
ク
が
よ
く
入
る
ら
し
い
で
す
。
静
か
な
モ
ロ
カ
イ
な

ど
で
同
時
に
キ
ク
の
番
組
を
み
て
い
る
同
胞
が
あ
る
と
思

う
と
親
近
感
が
グ
ッ
ト
湧
き
ま
す
。 

  
〈
図
五 

ハ
ワ
イ
諸
島
略
図 

出
典
：
山
中
速
人『
ハ
ワ
イ
』

岩
波
書
店 

―
コ
ギ
ク
の
年
間
購
読
者
は
、

オ
ア
フ
島
全
域
、ハ
ワ
イ
島
、

カ
ウ
ア
イ
島
、
マ
ウ
イ
島
、

モ
ロ
カ
イ
島
、
ラ
ナ
イ
島
な

ど
に
分
布
し
て
い
た
〉 

  
 

 

 

た
だ
単
に
テ
レ
ビ
を
見
る
だ
け
で
は
、
視
聴
者
は
必
ず
し
も

「
同
胞
」
と
「
同
時
に
」
同
じ
も
の
を
見
て
い
る
と
い
う
想
像

力
を
働
か
せ
た
り
、
そ
う
し
た
「
同
胞
」
に
「
親
近
感
」
を
抱

い
た
り
す
る
と
は
限
ら
な
い(36)

。
同
じ
も
の
を
見
て
い
る
仲
間
が

い
る
、
と
い
う
感
覚
は
活
字
の
表
現
に
よ
っ
て
強
化
さ
れ
る
の

か
も
し
れ
な
い
。
鈴
木
は
、「
ハ
ワ
イ
の
皆
さ
ま
」
へ
向
け
た
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
続
け
た
。
一
九
八
六
年
に
は
、
日
本
へ
の
一

時
滞
在
か
ら
帰
布
し
た
と
き
の
感
想
を
以
下
の
よ
う
に
表
し
て

い
る
。 

 

 

日
本
は
や
っ
ぱ
り
す
ば
ら
し
い
。
日
進
月
歩
の
国
で
あ

り
、
人
人
の
あ
の
、
が
む
し
ゃ
ら
な
行
動
力
は
凄
ま
じ
い
。 

 

で
も
、
ハ
ワ
イ
は
文
句
な
し
に
、
も
っ
と
い
い
。 

 

こ
の
暖
か
い
太
陽
、
澄
ん
だ
空
気
と
水
、
か
ぐ
わ
し
い

花
。 

 
ど
こ
か
へ
旅
行
し
て
帰
る
度
に
、「
ハ
ワ
イ
は
い
い
な
ァ
」

と
改
め
て
こ
の
サ
ン
ゴ
礁
の
島
に
惚
れ
な
お
す
私
で
す(37)

。 

 

生
ま
れ
育
っ
た
日
本
を
離
れ
、
ハ
ワ
イ
に
生
き
る
鈴
木
の
率
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直
な
実
感
は
、
そ
の
ま
ま
「
ハ
ワ
イ
の
人
々
」
へ
の
励
ま
し
に

な
っ
て
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。
多
様
な
読
者
を
排
除
す
る
こ
と
な

く
、『Kokiku
』
は
日
系
読
者
の
共
同
体
意
識
を
強
め
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
編
集
者
を
介
し
た
日
系
読
者
の

共
同
体
意
識
も
ま
た
、
ハ
ワ
イ
の
日
本
語
テ
レ
ビ
文
化
圏
を
支

え
る
背
景
に
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 
 （

三
）
日
本
語
・
日
本
文
化
の
教
材 
〈educative

〉 

 

最
後
に
、
日
英
両
ヶ
国
語
表
記
の
『Kokiku

』
が
、
主
に
日

本
語
の
学
習
教
材
に
な
っ
て
い
た
点
に
着
眼
す
る
。そ
も
そ
も
、

英
語
字
幕
の
付
い
た
日
本
語
テ
レ
ビ
番
組
自
体
、
耳
で
聴
い
て

目
で
読
む
語
学
学
習
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
た
。
ハ

ワ
イ
の
公
立
学
校
の
日
本
語
ク
ラ
ス
や
大
学
図
書
館
が

『Kokiku

』
を
定
期
講
読
し
て
い
た
こ
と
は
、
日
本
語
テ
レ
ビ

視
聴
の
推
奨
と
い
う
点
だ
け
で
な
く
、
同
誌
に
日
本
語
聴
取
の

補
助
教
材
や
、
読
み
書
き
学
習
教
材
と
し
て
の
価
値
が
認
め
ら

れ
て
い
た
こ
と
の
証
左
で
あ
ろ
う(38)

。『Kokiku

』
は
、
誌
面
に

三
世
や
四
世
の
作
文
を
掲
載
し
て
講
評
し
た
り
、
読
者
に
、
フ

ァ
ン
・
レ
タ
ー
を
通
じ
た
日
本
語
学
習
を
促
し
た
り
し
て
い
た(39)

。

 

 

 

ス
タ
ー
へ
の
て
が
み
は
コ
ギ
ク
に
の
せ
て
か
ら
日
本
の

ス
タ
ー
ま
で
お
送
り
し
ま
す
。 

 

み
な
さ
ん
、
な
る
べ
く
日
本
ご
で
か
い
て
く
だ
さ
い
ね
。 

 

そ
の
ほ
う
が
心
が
つ
う
じ
ま
す
か
ら
。 

 

コ
ギ
ク
あ
て
に
フ
ァ
ン
・
レ
タ
ー
を
お
送
り
下
さ
い(40)

。 

  

日
本
語
に
加
え
て
、『Kokiku

』
は
「
東
京
だ
よ
り
」
コ
ー
ナ

ー
な
ど
を
通
じ
、日
本
あ
る
い
は
東
京
の
文
化
を
伝
え
続
け
た
。

ハ
ワ
イ
で
放
映
さ
れ
て
い
る
日
本
の
ド
ラ
マ
の
解
説
記
事（「
大

名
と
は
？
」
一
九
八
四
年
二
月
号
、
五
頁
。「
還
暦
と
は
？
」
一

九
八
七
年
十
二
月
号
、
三
四
頁
）
や
、
人
気
の
高
い
俳
優
や
歌

手
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（「
昨
今
の
杉
良
太
郎
」
一
九
七
七
年
七
月

号
、
一
六
頁
。「
特
別
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
布
施
明
」
一
九
八
二
年
一

月
号
、
八
頁
）、
な
か
に
は
最
先
端
の
芸
能
情
報
（「
話
題
の
新

人
岩
崎
宏
美
」
一
九
七
六
年
二
月
号
、
三
二
頁
。「
有
力
な
新
人

松
田
聖
子
」
一
九
八
一
年
一
月
号
、
三
〇
頁
。「
日
本
の
新
番
組

 

  

ケ
ー
ブ
ル
の
あ
る
ハ
ワ
イ
島
以
外
の
他
島
で
は
地
域
的

に
キ
ク
が
よ
く
入
る
ら
し
い
で
す
。
静
か
な
モ
ロ
カ
イ
な

ど
で
同
時
に
キ
ク
の
番
組
を
み
て
い
る
同
胞
が
あ
る
と
思

う
と
親
近
感
が
グ
ッ
ト
湧
き
ま
す
。 

  

〈
図
五 

ハ
ワ
イ
諸
島
略
図 

出
典
：
山
中
速
人『
ハ
ワ
イ
』

岩
波
書
店 

―
コ
ギ
ク
の
年
間
購
読
者
は
、

オ
ア
フ
島
全
域
、ハ
ワ
イ
島
、

カ
ウ
ア
イ
島
、
マ
ウ
イ
島
、

モ
ロ
カ
イ
島
、
ラ
ナ
イ
島
な

ど
に
分
布
し
て
い
た
〉 

  
 

 

 

た
だ
単
に
テ
レ
ビ
を
見
る
だ
け
で
は
、
視
聴
者
は
必
ず
し
も

「
同
胞
」
と
「
同
時
に
」
同
じ
も
の
を
見
て
い
る
と
い
う
想
像

力
を
働
か
せ
た
り
、
そ
う
し
た
「
同
胞
」
に
「
親
近
感
」
を
抱

い
た
り
す
る
と
は
限
ら
な
い(36)

。
同
じ
も
の
を
見
て
い
る
仲
間
が

い
る
、
と
い
う
感
覚
は
活
字
の
表
現
に
よ
っ
て
強
化
さ
れ
る
の

か
も
し
れ
な
い
。
鈴
木
は
、「
ハ
ワ
イ
の
皆
さ
ま
」
へ
向
け
た
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
続
け
た
。
一
九
八
六
年
に
は
、
日
本
へ
の
一

時
滞
在
か
ら
帰
布
し
た
と
き
の
感
想
を
以
下
の
よ
う
に
表
し
て

い
る
。 

 

 

日
本
は
や
っ
ぱ
り
す
ば
ら
し
い
。
日
進
月
歩
の
国
で
あ

り
、
人
人
の
あ
の
、
が
む
し
ゃ
ら
な
行
動
力
は
凄
ま
じ
い
。 

 

で
も
、
ハ
ワ
イ
は
文
句
な
し
に
、
も
っ
と
い
い
。 

 

こ
の
暖
か
い
太
陽
、
澄
ん
だ
空
気
と
水
、
か
ぐ
わ
し
い

花
。 

 

ど
こ
か
へ
旅
行
し
て
帰
る
度
に
、「
ハ
ワ
イ
は
い
い
な
ァ
」

と
改
め
て
こ
の
サ
ン
ゴ
礁
の
島
に
惚
れ
な
お
す
私
で
す(37)

。 

 

生
ま
れ
育
っ
た
日
本
を
離
れ
、
ハ
ワ
イ
に
生
き
る
鈴
木
の
率
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『
大
岡
越
前
』ハ
ワ
イ
に
も
く
る
か
？
」一
九
八
二
年
五
月
号
、

三
九
頁
）
も
見
ら
れ
た
。
日
本
国
際
観
光
会
提
供
の
写
真
付
き

で
、「
サ
ッ
ポ
ロ
雪
ま
つ
り
」
や
「
平
安
神
宮
の
初
詣
」
な
ど
「
日

本
の
旅
」
を
紹
介
す
る
記
事
（
一
九
八
〇
年
一
月
号
、
二
四
頁
）

も
散
見
さ
れ
る
。
読
者
が
同
時
代
の
日
本
文
化
に
親
し
む
こ
と

は
、
日
本
語
テ
レ
ビ
視
聴
者
の
新
規
開
拓
に
も
つ
な
が
っ
て
い

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

       

〈
図
六 

一
九
八
二
年
六
月
号
の
表
紙 

ア
ニ
メ
〉 

   

       

〈
図
七 

一
九
九
一
年
八
月
号
の
表
紙 

現
代
ド
ラ
マ
〉 

  

言
語
教
育
や
文
化
の
発
信
に
は
、
日
本
語
テ
レ
ビ
文
化
圏
に

と
っ
て
、
将
来
的
な
日
本
語
テ
レ
ビ
愛
好
家
を
育
む
遅
延
報
酬

を
期
待
で
き
る
だ
ろ
う
。
活
字
メ
デ
ィ
ア
『Kokiku

』
が
果
た

し
た
役
割
に
つ
い
て
、
鈴
木
は
一
九
九
四
年
に
こ
う
述
べ
て
い

た
。 

 

 
二
十
八
年
前
［
一
九
六
六
年
］、
ハ
ワ
イ
に
き
た
時
誰
も

が
「
も
う
二
十
年
た
て
ば
日
本
語
は
全
く
な
く
な
る
よ
」

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。 
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そ
し
て
い
ま
、
そ
の
当
時
よ
り
遥
か
に
、
遥
か
に
日
本

語
は
さ
か
ん
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
は
日
本
企
業
の
進
出
や
観
光
客
の
増
加
で
、
就
職

に
必
要
に
な
っ
た
こ
と
も
要
因
の
一
つ
で
す
。 

 

で
も
、
そ
れ
よ
り
も
日
本
語
テ
レ
ビ
が
ハ
ワ
イ
の
家
庭

に
入
り
こ
ん
だ
と
い
う
事
実
が
最
大
の
仕
掛
け
人
で
す
。 

 

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
に
英
語
の
字
幕
を
つ
け
た
の
で
他
人
種

も
喜
ん
で
見
て
い
ま
す
。 

 

そ
し
て
、
そ
の
テ
レ
ビ
の
偉
業
を
日
英
両
語
の
活
字
と

し
て
支
え
た
コ
ギ
ク
の
役
割
も
非
常
に
大
き
い
も
の
が
あ

る
と
、
い
ま
こ
そ
確
信
で
き
ま
す(41)

。 

  

以
上
、
三
つ
の
要
素
に
分
け
て
考
察
し
て
き
た
が
、
取
り
扱

っ
た
誌
面
の
例
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
要
素
が
複
合
し
て
い
る
も

の
も
多
い
。
テ
レ
ビ
雑
誌
『Kokiku

』
は
、「
情
報
提
供
」
の
即

時
報
酬
と
「
日
本
語
・
日
本
文
化
教
育
」
の
遅
延
報
酬
に
よ
っ

て
、
ま
た
雑
誌
が
形
成
す
る
読
者
共
同
体
に
よ
っ
て
、
狭
義
の

日
系
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
留
ま
ら
な
い
、
ハ
ワ
イ
の
ロ
ー
カ
ル
な

日
本
語
テ
レ
ビ
文
化
圏
を
支
え
て
き
た
の
で
あ
る
。 

  
 
 

四 

ロ
ー
カ
ル
誌
と
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
テ
レ
ビ
が
生
み 

 
 
 
 
 

出
す
メ
デ
ィ
ア
文
化 

 
 

 

テ
レ
ビ
雑
誌
『Kokiku

』
は
、
経
年
変
化
に
伴
っ
て
読
者
を

細
分
化
す
る
の
で
は
な
く
、
多
様
な
人
々
を
包
摂
し
た
特
色
あ

る
雑
誌
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
。『Kokiku

』
の
読
者
層
の
広
さ
は
、

同
誌
の
懸
賞
に
一
二
歳
の
子
ど
も
か
ら
八
八
歳
の
お
年
寄
り
ま

で
が
応
募
し
て
い
た
こ
と
か
ら
も
推
察
で
き
る(42)

。
テ
レ
ビ
の
持

つ
大
衆
的
性
格
が
雑
誌
読
者
の
多
様
性
に
反
映
さ
れ
て
い
る
と

い
え
る
だ
ろ
う
。 

 

本
稿
で
は
、
ハ
ワ
イ
の
日
本
語
テ
レ
ビ
文
化
圏
に
与
え
た
影

響
と
い
う
観
点
か
ら
雑
誌
『Kokiku

』
の
特
徴
を
概
説
し
て
き

た
が
、
実
証
的
考
察
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
て
残
さ
れ

て
い
る
。
ハ
ワ
イ
の
日
本
語
放
送
メ
デ
ィ
ア
史
に
『Kokiku

』

を
位
置
づ
け
る
こ
と
で
、
雑
誌
と
い
う
活
字
メ
デ
ィ
ア
の
機
能

に
つ
い
て
、
議
論
を
深
め
て
い
き
た
い
。 

 

『
大
岡
越
前
』ハ
ワ
イ
に
も
く
る
か
？
」一
九
八
二
年
五
月
号
、

三
九
頁
）
も
見
ら
れ
た
。
日
本
国
際
観
光
会
提
供
の
写
真
付
き

で
、「
サ
ッ
ポ
ロ
雪
ま
つ
り
」
や
「
平
安
神
宮
の
初
詣
」
な
ど
「
日

本
の
旅
」
を
紹
介
す
る
記
事
（
一
九
八
〇
年
一
月
号
、
二
四
頁
）

も
散
見
さ
れ
る
。
読
者
が
同
時
代
の
日
本
文
化
に
親
し
む
こ
と

は
、
日
本
語
テ
レ
ビ
視
聴
者
の
新
規
開
拓
に
も
つ
な
が
っ
て
い

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

       

〈
図
六 

一
九
八
二
年
六
月
号
の
表
紙 

ア
ニ
メ
〉 

   

       

〈
図
七 

一
九
九
一
年
八
月
号
の
表
紙 

現
代
ド
ラ
マ
〉 

  

言
語
教
育
や
文
化
の
発
信
に
は
、
日
本
語
テ
レ
ビ
文
化
圏
に

と
っ
て
、
将
来
的
な
日
本
語
テ
レ
ビ
愛
好
家
を
育
む
遅
延
報
酬

を
期
待
で
き
る
だ
ろ
う
。
活
字
メ
デ
ィ
ア
『Kokiku

』
が
果
た

し
た
役
割
に
つ
い
て
、
鈴
木
は
一
九
九
四
年
に
こ
う
述
べ
て
い

た
。 

 

 

二
十
八
年
前
［
一
九
六
六
年
］、
ハ
ワ
イ
に
き
た
時
誰
も

が
「
も
う
二
十
年
た
て
ば
日
本
語
は
全
く
な
く
な
る
よ
」

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。 
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藤
井
・
鈴
木
夫
妻
が
『Kokiku

』
を
刊
行
し
て
い
た
一
九
七

五
年
か
ら
一
九
九
五
年
ま
で
の
メ
デ
ィ
ア
社
会
は
、
雑
誌
や
テ

レ
ビ
に
と
っ
て
幸
福
な
時
代
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ケ
ー

ブ
ル
に
よ
る
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
化
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
オ

ー
デ
ィ
エ
ン
ス
の
細
分
化
が
進
展
す
る
と
、
か
つ
て
の
よ
う
に

雑
誌
の
読
者
共
同
体
や
地
域
に
根
ざ
し
た
テ
レ
ビ
文
化
を
、
そ

れ
ま
で
と
同
様
に
は
想
定
し
づ
ら
く
な
っ
て
い
っ
た
。一
方
で
、

衛
星
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
ニ
ュ
ー
・
メ
デ
ィ
ア
で

移
民
が
母
国
と
密
接
で
あ
り
続
け
る
こ
と
に
よ
る
「
遠
隔
地
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
論
や
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
メ
デ
ィ
ア
に
文
化
発

信
の
機
能
を
期
待
す
る
「
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
」
論
が
新
た
な
テ

ー
マ
と
し
て
俎
上
に
あ
が
っ
て
い
る(43)

。 

 

た
だ
し
、
日
本
発
の
番
組
と
ハ
ワ
イ
の
視
聴
者
の
間
を

『Kokiku

』
と
い
う
ロ
ー
カ
ル
な
雑
誌
メ
デ
ィ
ア
が
媒
介
し
て

い
た
よ
う
に
、
あ
る
メ
デ
ィ
ア
の
効
果
や
機
能
は
、
他
の
メ
デ

ィ
ア
と
の
相
互
作
用
に
よ
っ
て
初
め
て
意
味
を
持
つ
。
現
代
の

ハ
ワ
イ
に
お
け
る
日
本
語
テ
レ
ビ
文
化
を
論
じ
る
場
合
、
そ
れ

ま
で
雑
誌
が
担
っ
て
い
た
機
能
が
他
メ
デ
ィ
ア
に
ど
の
よ
う
に

代
替
、
応
用
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
、
そ
れ
は
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
地
域
文
化
全
体
に
ど
の
よ
う
な
変
容
を
も
た
ら

し
た
の
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
現
代

そ
し
て
未
来
を
読
み
解
く
文
法
を
得
る
た
め
に
も
、
雑
誌
か
ら

テ
レ
ビ
を
み
る
歴
史
研
究
の
有
効
性
を
、
改
め
て
指
摘
し
て
お

き
た
い
。 

 

〈
謝
辞
〉 

 

本
稿
は
、「
二
〇
一
三
年
度
松
下
幸
之
助
記
念
財
団
研
究
助
成
」、

「
平
成
二
五
年
度
高
橋
信
三
記
念
放
送
文
化
振
興
基
金
研
究
助

成
」、「
二
〇
一
四
年
度
東
京
経
済
大
学
個
人
研
究
助
成
」
の
成
果

の
一
部
で
あ
る
。
ホ
ノ
ル
ル
で
の
調
査
は
、
社
会
学
者
・
加
藤
秀

俊
博
士
と
、NGN

の
社
長
で
あ
り
ハ
ワ
イ
大
学
マ
ノ
ア
校
教
授
の

Dennis 
M. 

Ogawa

博
士
の
多
大
な
る
協
力
に
よ
っ
て
実
現
し
た
。

記
し
て
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。1 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

(1) 

曙
太
郎
『
横
綱
』
新
潮
社
、
二
〇
〇
一
年
、
五
八
頁
。 
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(2) 
藤
井
日
出
男
は
、
大
連
出
身
。
日
本
で
は
京
都
新
聞
、
東
京
新
聞
の
記
者
な
ど
を

経
験
し
た
戦
後
の
一
世
。
来
布
後
は
、
ハ
ワ
イ
・
タ
イ
ム
ス
美
術
部
を
経
て
、KIKU

テ
レ
ビ
の
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
務
め
た
。
鈴
木
瑞
枝
は
、
神
戸
育
ち
。
米
国
の
貿

易
会
社
や
南
米
の
領
事
館
勤
務
を
経
て
、
毎
日
新
聞
記
者
を
経
験
。
藤
井
と
同
様
に
戦

後
の
一
世
で
あ
る
。
来
布
後
は
、
ハ
ワ
イ
・
タ
イ
ム
ス
記
者
、
ワ
イ
キ
キ
・
ビ
ー
チ
プ

レ
ス
日
本
語
版
編
集
長
を
務
め
た
。『Kokiku

』
一
九
七
五
年
十
二
月
号
、
二
〇
頁
。 

(3) 

田
丸
忠
雄
『
ハ
ワ
イ
に
報
道
の
自
由
は
な
か
っ
た
：
戦
時
下
の
邦
字
新
聞
を
編
集

し
て
』（
毎
日
新
聞
社
、
一
九
七
八
年
）、
坪
井
み
ゑ
子
『
ハ
ワ
イ
最
初
の
日
本
語
新
聞

を
発
行
し
た
男
』（
朝
日
新
聞
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
）、
田
村
紀
雄
『
海
外
の
日
本
語
メ

デ
ィ
ア
』（
世
界
思
想
社
、
二
〇
〇
八
年
）
な
ど
が
あ
る
。 

(4) 

比
喜
武
信
編
書
『
新
聞
に
み
る
ハ
ワ
イ
の
沖
縄
人
九
〇
年
（
戦
前
編
・
戦
後
編
）』

（
比
喜
武
信
、
一
九
九
〇
年
・
九
九
四
年
）、
沖
田
行
司
『
ハ
ワ
イ
日
系
移
民
の
教
育

史
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
九
七
年
） 

(5) 

ジ
ャ
ッ
ク
・Y

・
田
坂
『
ハ
ワ
イ
文
化
芸
能
一
〇
〇
年
史
』（
イ
ー
ス
ト
・
ウ
エ
ス

ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
、
一
九
八
五
年
）、
権
藤
千
恵
「
ハ
ワ
イ
日
米
キ
ネ
マ
に
み
る
戦
後

ホ
ノ
ル
ル
の
日
本
映
画
上
映
」『
ア
ウ
ト
・
リ
ー
チ
』
第
四
巻
（
立
命
館
大
学
、
二
〇

〇
四
年
） 

(6) 

魚
住
真
司「
米
国
日
本
語
テ
レ
ビ
の
誕
生
経
緯
と
そ
の
変
遷 

ホ
ノ
ル
ルKIKU 

TV

の
三
〇
年
」『
同
志
社
ア
メ
リ
カ
研
究
』
第
三
四
号
（
同
志
社
大
学
ア
メ
リ
カ
研
究
所
、

一
九
九
八
年
）、Jack Lyle, Dennis Ogawa and D. Thomas. Japanese Programs 

in 
the 

United 
States: 

A 
Widening 

Window 
on 

Another 
Culture.  

A 
Bulletin 

of 
the 

Institute 
for 

Communications 
Research, 

Keio 
University, 

1986. 

(7) 

田
中
則
広
・
沈
成
恩
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
の
日
本
語
放
送 

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・

ハ
ワ
イ
の
現
地
調
査
よ
り
」『
放
送
メ
デ
ィ
ア
研
究
』
第
六
号
（
日
本
放
送
協
会
放
送

文
化
研
究
所
、
二
〇
〇
九
年
）、
田
中
則
広
「
文
化
発
信
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
可
能
性 

ハ
ワ
イ
・
ア
ジ
ア
系
（
日
本
・
韓
国
・
中
国
）
テ
レ
ビ
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
事
例
よ
り
」『
放

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

送
研
究
と
調
査
』
第
五
九
巻
第
七
号
（
日
本
放
送
出
版
協
会
二
〇
〇
九
年
） 

(8) 

山
中
速
人
『
ハ
ワ
イ
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
。Ogawa, Dennis M. Jan 

Ken 
Po 

; 
The 

World 
of 

Hawaii’s 
Japanese 

Americans. 
University 

of 
Hawai’i 

Press 
:Honolulu, 

1978.  
Okamura, 

Jonathan 
Y. 

From 
Race 

to 
Ethnicity: 

Interpreting 
Japanese 

American 
Experiences 

in 
Hawaii. 

University 
of 

Hawai’i 
Press 

:Honolulu, 
2014. 

(9) 

白
水
繁
彦
「
多
文
化
状
況
と
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
メ
デ
ィ
ア
の
送
り
手 : 

ハ
ワ
イ
の

日
系
エ
ス
ニ
ッ
ク
英
語
新
聞
『Hawaii Herald

』
を
め
ぐ
っ
て
」『
武
蔵
大
学
総
合
研

究
所
紀
要
』（
武
蔵
大
学
、
二
〇
〇
一
年
）、
白
水
繁
彦
「
メ
デ
ィ
ア
と
ロ
ー
カ
ル
化 

ハ
ワ
イ
の
コ
リ
ア
語
メ
デ
ィ
ア
と
主
流
メ
デ
ィ
ア
の
事
例
か
ら
」『
ジ
ャ
ー
ナ
ル
・
オ

ブ
・
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
』（
駒
沢
大
学
、
二
〇
一
〇
年
）。 

(10) 

ハ
ワ
イ
大
学
マ
ノ
ア
校
のHamilton 

Library

で
閲
覧
可
能
。
ま
た
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
上
で
は
、『Kokiku

』
フ
ァ
ン
が
、
収
集
し
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
公
開
す
る

ブ
ロ
グ
も
散
見
さ
れ
る
。
一
例
と
し
て
、zdorama 

〝My 
KOKIKU 

Collection

〟  
http://zdoramaagain.blogspot.jp/2011/03/my-Kokiku-collection.html

（
投
稿
日
：
二
〇
一
一
年
三
月
二
三
日
、
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
一
五
年
一
月
二
〇
日
）

 

(11) 

雑
誌
の
な
か
で
日
本
語
で
は
『
こ
ぎ
く
』
／
『
コ
ギ
ク
』
と
表
記
さ
れ
る
が
、
本

稿
で
は
英
文
表
記
の
『Kokiku

』
を
統
一
的
に
使
用
す
る
。 

(12) 

鈴
木
は
、
筆
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
二
〇
一
四
年
九
月
六
日
、
於
：
ホ
ノ
ル
ル
市

NGN

オ
フ
ィ
ス
）
に
応
え
て
、『Kokiku

』
創
刊
は
、
来
布
以
来
の
悲
願
で
あ
っ
た
と

次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。「
私
は[

一
九
六
六
年
に]

ハ
ワ
イ
に
来
て
か
ら
も
う
ず
っ

と
、
な
に
か
、
ハ
ワ
イ
の
人
の
た
め
に
な
る
こ
と
を
私
に
さ
せ
て
く
だ
さ
い
っ
て
、
毎

日
教
会
で
お
祈
り
し
て
い
た
の
。
ず
っ
と
。
こ
っ
ち
に
来
た
ば
っ
か
り
の
と
き
、
も
う

ね
、
め
ち
ゃ
め
ち
ゃ
良
く
し
て
も
ら
っ
た
か
ら
。
ハ
ワ
イ
の
人
は
、
ほ
ん
っ
と
う
に
良

く
し
て
く
れ
た
。
優
し
い
の
ね
。
だ
か
ら
、
ハ
ワ
イ
の
人
の
た
め
に
、
っ
て
い
う
の
が

絶
対
だ
っ
た
の
。」 

(13) 

ジ
ョ
ア
ン
二
宮
「
コ
ギ
ク
の
創
刊
を
お
祝
い
し
ま
す
」『Kokiku

』
一
九
七
五
年

 

 

藤
井
・
鈴
木
夫
妻
が
『Kokiku

』
を
刊
行
し
て
い
た
一
九
七

五
年
か
ら
一
九
九
五
年
ま
で
の
メ
デ
ィ
ア
社
会
は
、
雑
誌
や
テ

レ
ビ
に
と
っ
て
幸
福
な
時
代
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ケ
ー

ブ
ル
に
よ
る
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
化
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
オ

ー
デ
ィ
エ
ン
ス
の
細
分
化
が
進
展
す
る
と
、
か
つ
て
の
よ
う
に

雑
誌
の
読
者
共
同
体
や
地
域
に
根
ざ
し
た
テ
レ
ビ
文
化
を
、
そ

れ
ま
で
と
同
様
に
は
想
定
し
づ
ら
く
な
っ
て
い
っ
た
。一
方
で
、

衛
星
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
ニ
ュ
ー
・
メ
デ
ィ
ア
で

移
民
が
母
国
と
密
接
で
あ
り
続
け
る
こ
と
に
よ
る
「
遠
隔
地
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
論
や
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
メ
デ
ィ
ア
に
文
化
発

信
の
機
能
を
期
待
す
る
「
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
」
論
が
新
た
な
テ

ー
マ
と
し
て
俎
上
に
あ
が
っ
て
い
る(43)

。 

 

た
だ
し
、
日
本
発
の
番
組
と
ハ
ワ
イ
の
視
聴
者
の
間
を

『Kokiku

』
と
い
う
ロ
ー
カ
ル
な
雑
誌
メ
デ
ィ
ア
が
媒
介
し
て

い
た
よ
う
に
、
あ
る
メ
デ
ィ
ア
の
効
果
や
機
能
は
、
他
の
メ
デ

ィ
ア
と
の
相
互
作
用
に
よ
っ
て
初
め
て
意
味
を
持
つ
。
現
代
の

ハ
ワ
イ
に
お
け
る
日
本
語
テ
レ
ビ
文
化
を
論
じ
る
場
合
、
そ
れ

ま
で
雑
誌
が
担
っ
て
い
た
機
能
が
他
メ
デ
ィ
ア
に
ど
の
よ
う
に

代
替
、
応
用
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
、
そ
れ
は
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
地
域
文
化
全
体
に
ど
の
よ
う
な
変
容
を
も
た
ら

し
た
の
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
現
代

そ
し
て
未
来
を
読
み
解
く
文
法
を
得
る
た
め
に
も
、
雑
誌
か
ら

テ
レ
ビ
を
み
る
歴
史
研
究
の
有
効
性
を
、
改
め
て
指
摘
し
て
お

き
た
い
。 

 

〈
謝
辞
〉 

 

本
稿
は
、「
二
〇
一
三
年
度
松
下
幸
之
助
記
念
財
団
研
究
助
成
」、

「
平
成
二
五
年
度
高
橋
信
三
記
念
放
送
文
化
振
興
基
金
研
究
助

成
」、「
二
〇
一
四
年
度
東
京
経
済
大
学
個
人
研
究
助
成
」
の
成
果

の
一
部
で
あ
る
。
ホ
ノ
ル
ル
で
の
調
査
は
、
社
会
学
者
・
加
藤
秀

俊
博
士
と
、NGN

の
社
長
で
あ
り
ハ
ワ
イ
大
学
マ
ノ
ア
校
教
授
の

Dennis 
M. 

Ogawa

博
士
の
多
大
な
る
協
力
に
よ
っ
て
実
現
し
た
。

記
し
て
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。1 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

(1) 

曙
太
郎
『
横
綱
』
新
潮
社
、
二
〇
〇
一
年
、
五
八
頁
。 
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十
月
号
、
五
頁
。 

(14) 

笠
間
茂
「
ロ
ス
の
茶
の
間
よ
り
」『Kokiku

』
一
九
七
五
年
十
月
号
、
二
一
頁
。 

(15) 
KIKU 

TV
開
局
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
前
掲
の
魚
住
（
一
九
九
八
年
）
に
大

幅
に
依
拠
し
た
。 

(16) 

魚
住
、
前
掲
、
八
七
頁
。 

(17) 

自
主
制
作
番
組
に
は
、
英
会
話
講
座
、
漢
字
の
話
、
市
民
講
座
、
ク
イ
ズ
番
組
、

こ
ど
も
の
た
め
の
マ
ン
ガ
学
校
「
マ
イ
ナ
大
学
」（
藤
井
画
夢
が
担
当
）
な
ど
が
あ
っ

た
。制
作
費
を
お
さ
え
た
番
組
ば
か
り
だ
っ
た
が
、視
聴
者
に
は
好
評
だ
っ
た
と
い
う
。

（
藤
井
画
夢
「
ハ
ワ
イ
の
日
本
語
テ
レ
ビ
局
変
遷
」『Kokiku

』
一
九
八
五
年
七
月
号
、

三
三
頁
） 

(18) 

田
坂
、
前
掲
書
、
一
三
二
頁
。
紅
白
歌
合
戦
は
当
初
、
録
画
ビ
デ
オ
に
よ
る
放
映

で
あ
っ
た
が
、
一
九
八
二
年
の
大
晦
日
よ
り
、KIKU
が
ハ
ワ
イ
史
上
初
め
て
衛
星
中

継
に
よ
る
同
日
放
送
（
ハ
ワ
イ
時
間
十
二
月
三
一
日
夜
九
時
か
ら
一
二
時
）
を
開
始
し

た
。 

(19)
『Kokiku

』
で
は
、
非
日
系
の
読
者
・
テ
レ
ビ
視
聴
者
の
存
在
が
度
々
紹
介
さ
れ

て
い
る
。
一
九
七
六
年
十
一
月
号
「
こ
ん
な
人
も
見
て
い
る
ーKIKU
日
本
語
テ
レ
ビ

の
フ
ァ
ン
に
変
わ
り
だ
ね
が
多
い
が
、
な
か
で
も
ヴ
ァ
ン
ス
は
人
種
的
に
ふ
る
っ
て
い

る
」（
一
四
頁
）、
一
九
七
七
年
七
月
号
「
日
本
の
俳
優
や
歌
手
の
紹
介
も
視
聴
者
の
よ

き
手
引
き
と
な
り
小
生
な
ど
も
彼
ら
の
経
歴
そ
の
他
に
精
通
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ビ
ル
・
マ
テ
ィ
ン
グ
リ
イ
」（
一
七
頁
）。NGN

時
代
に
も
、
一
九
八
四
年
九
月
号

「
コ
ギ
ク
の
読
者
は
ハ
ワ
イ
の
日
系
社
会
の
『
縮
図
』
で
あ
る
こ
と
を
、
長
く
続
け
れ

ば
続
け
る
ほ
ど
痛
感
い
た
し
ま
す
。
／
つ
ま
り
、
日
系
の
ア
メ
リ
カ
各
世
代
、
ま
た
配

偶
者
や
友
人
が
日
系
で
あ
る
他
人
種
の
人
々
更
に
メ
イ
ン
ラ
ン
ド
、グ
ア
ム
、カ
ナ
ダ
、

日
本
と
、
ぐ
ん
ぐ
ん
そ
の
輪
は
広
が
り
ま
す
」（
四
二
頁
）、
一
九
九
二
年
六
月
号
「
人

種
の
る
つ
ぼ
ハ
ワ
イ
が
日
語
テ
レ
ビ
フ
ァ
ン
に
も
反
映
」（
三
三
頁
）。 

(20)
『Kokiku

』
一
九
八
一
年
一
月
号
、
一
九
頁
。 

(21)
『Kokiku

』
一
九
八
〇
年
九
月
号
、
三
四
頁
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

(22) 

二
〇
一
四
年
九
月
六
日
の
聞
き
取
り
（
於
：
ホ
ノ
ル
ル
市NGN

オ
フ
ィ
ス
）
に
よ

る
。 

(23) 

鈴
木
瑞
枝
『Kokiku

』
一
九
八
七
年
十
月
号
、
四
二
頁
。 

(24) 

テ
レ
ビ
東
京
の
取
締
役
・
番
組
販
売
社
長
と
し
てNGN

創
設
に
か
か
わ
っ
た
深
谷

憲
一
は
、NGN

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
協
力
の
動
機
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
回
想
し
て

い
る
。「
西
友
ス
ト
ア
は
、
ハ
ワ
イ
に
自
社
を
は
じ
め
西
武
百
貨
店
、
西
武
鉄
道
等
西

武
グ
ル
ー
プ
の
進
出
も
あ
っ
て
関
心
が
強
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
堤
清
二
社
長
は
、

「
ゴ
ー
ル
デ
ン
タ
イ
ム
に
日
本
語
放
送
が
な
く
な
っ
て
日
系
家
庭
が
困
っ
て
い
る
の

に
黙
っ
て
い
る
わ
け
に
も
い
く
ま
い
。
採
算
は
第
二
と
し
て
文
化
的
事
業
と
し
て
の
意

義
は
大
き
い
」
と
し
て
、
積
極
的
に
促
進
す
る
こ
と
に
な
り
、
同
社
の
外
国
部
が
相
当

の
力
を
入
れ
て
事
務
局
を
引
き
受
け
、
著
作
権
団
体
と
の
交
渉
や
ら
番
組
の
輸
送
を
受

け
持
つ
中
央
映
画
貿
易
社
の
選
定
、
さ
ら
に
当
放
送
会
社
の
東
京
支
社
設
置
ま
で
中
心

と
な
っ
て
推
進
し
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
テ
レ
ビ
東
京
の
中
川
［
順
］
社
長
は
、
五
六

年
初
頭
の
経
営
方
針
の
一
つ
と
し
て
、
国
際
化
路
線
に
推
進
を
挙
げ
て
お
り
、
可
能
な

限
り
協
力
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
」。
深
谷
憲
一
「
番
組
供
給
会
社
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
たNGN

（
ニ
ッ
ポ
ン
・
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）」『
月
刊
放
送
ジ
ャ
ー
ナ

ル
』
第
一
二
巻
第
五
号
、
一
九
八
二
年
、
三
二
頁
。 

(25) 

深
谷
、
前
掲
、
三
三
頁
。 

(26)
『East-West 

Journal

』
一
九
八
一
年
十
二
月
一
日
号
、
五
頁
。 

(27) 
NGN

契
約
者
は
、エ
リ
ア
内
の
ケ
ー
ブ
ル
加
入
の
日
系
家
庭
の
約
四
割
を
占
め
た
。

深
谷
、
前
掲
、
三
三
頁
。 

(28)
『Kokiku

』
一
九
八
五
年
一
二
月
号
、
七
頁
。 

(29) 
ハ
ワ
イ
へ
の
観
光
客
数
は
一
九
七
二
年
に
二
〇
〇
万
人
を
突
破
。
軍
事
、
砂
糖
、

パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
な
ど
の
産
業
を
抜
い
て
観
光
が
ハ
ワ
イ
の
第
一
産
業
と
な
っ
た
。
七
六

年
に
は
三
〇
〇
万
人
、
八
二
年
に
四
〇
〇
万
人
、
八
六
年
に
五
〇
〇
万
人
と
加
速
度
的

に
増
加
。
日
本
人
観
光
客
の
数
も
一
九
八
〇
年
代
に
急
増
し
、
一
九
九
〇
年
に
は
年
間

で
約
七
〇
〇
万
人
の
う
ち
約
二
〇
〇
万
人
が
日
本
か
ら
の
観
光
客
と
な
り
、
ハ
ワ
イ
州
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に
と
っ
て
日
本
市
場
の
重
要
性
は
き
わ
め
て
大
き
い
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
。
ハ
ワ
イ

州
観
光
局
「
日
本
人
の
海
外
旅
行
時
代
の
幕
開
け
と
「
憧
れ
の
ハ
ワ
イ
」」

http://www.travelvision.co.jp/hawaii/2009/anniversary/504.html

（
最

終
閲
覧
日
：
二
〇
一
五
年
一
月
二
〇
日
） 

(30) 

田
坂
、
前
掲
書
、
一
四
二
頁
。 

(31)
『Kokiku

』
の
編
集
だ
よ
り
に
は
、
発
行
部
数
の
増
加
が
度
々
綴
ら
れ
て
い
る
。

「
毎
月
、
着
実
な
ペ
ー
ス
で
数
を
増
す
コ
ギ
ク
の
読
者
。
な
ん
だ
か
お
友
達
が
増
え
て

ゆ
く
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。」『Kokiku

』
一
九
八
〇
年
一
月
号
、
二
五
頁
。「
こ
の
一

年
に
び
っ
く
り
す
る
程
、
読
者
の
数
が
ふ
え
ま
し
た
。」『Kokiku

』
一
九
八
四
年
九
月

号
、
四
二
頁
。 

(32)
『Kokiku

』
の
テ
レ
ビ
番
組
情
報
は
「
見
ど
こ
ろ
」
な
ど
を
紹
介
す
る
に
留
ま
り
、

作
品
を
吟
味
す
る
批
評
と
は
質
的
に
異
な
っ
て
い
る
。 

(33)
「Mother’s 

Day 
& 
Father’s 

Day 
Gift 

他
島
、
米
本
土
へ
も
送
り
ま
す
。」

『Kokiku

』
一
九
八
二
年
五
月
号
、
三
八
頁
。「
大
人
気
の
コ
ギ
ク
の
ク
リ
ス
マ
ス
・

ギ
フ
ト
講
読
―
娘
か
ら
父
母
へ
、
友
人
、
知
人
へ
、
一
年
中
喜
ば
れ
る
ギ
フ
ト
と
な
り

ま
す
。」『Kokiku

』
一
九
八
五
年
十
一
月
号
、
一
八
頁
。 

(34) 

一
方
で
、「
ス
タ
ー
の
泊
ま
っ
て
い
る
ホ
テ
ル
を
教
え
て
」
と
い
う
読
者
か
ら
の

電
話
で
の
問
い
合
わ
せ
に
は
「
コ
ギ
ク
で
は
彼
等
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
る
た
め
に
決

し
て
言
わ
な
い
方
針
で
す
。
ご
了
承
下
さ
い
。」
と
応
じ
て
い
た
。『Kokiku
』
一
九
八

三
年
二
月
号
、
四
二
頁
。 

(35)
「
人
気
番
組
、
人
気
歌
手
、
人
気
ス
タ
ー
の
読
者
の
ベ
ス
ト
テ
ン
」（
一
九
七
九
年

六
月
号
、
一
一
頁
）、「
日
語
テ
レ
ビ
番
組
と
ス
タ
ー
の
人
気
投
票
―
あ
な
た
の
好
き
な

番
組
ス
タ
ー
と
は
？
」（
一
九
八
五
年
十
月
号
、
一
九
頁
）。 

(36) 

実
際
の
放
送
に
は
、
ホ
ノ
ル
ル
と
、
他
の
島
と
で
は
時
差
が
生
じ
て
い
た
。

『Kokiku

』
一
九
八
三
年
十
一
月
号
（
二
四
・
三
四
頁
）
に
よ
れ
ば
、
ホ
ノ
ル
ル
と
ハ

ワ
イ
島
、
マ
ウ
イ
島
と
の
放
映
時
間
の
時
差
は
、FUJI

で
一
週
間
、NGN

で
二
週
間
も

あ
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

(37)
『Kokiku

』
一
九
八
六
年
十
一
月
号
、
四
二
頁
。 

(38)
「
テ
レ
ビ
で
日
本
語
の
勉
強
」『Kokiku

』
一
九
八
四
年
一
月
号
、
二
九
頁
。 

(39)
「
た
の
し
い
さ
く
ぶ
ん
」『Kokiku

』
一
九
七
六
年
五
月
号
、
二
六
頁
。 

(40)
『Kokiku

』
一
九
七
五
年
十
月
号
、
一
七
頁
。 

(41)
『Kokiku

』
一
九
九
四
年
十
月
号
、
四
二
頁
。 

(42)
『Kokiku

』
一
九
八
二
年
三
月
号
、
四
二
頁
。 

(43) 

田
中
則
広
「
文
化
発
信
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
可
能
性
―
ハ
ワ
イ
・
ア
ジ
ア
系
（
日

本
・
韓
国
・
中
国
）
テ
レ
ビ
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
事
例
よ
り
」『
放
送
研
究
と
調
査
』
第
五

九
巻
第
七
号
（
日
本
放
送
出
版
協
会
二
〇
〇
九
年
）。 

1  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

十
月
号
、
五
頁
。 

(14) 

笠
間
茂
「
ロ
ス
の
茶
の
間
よ
り
」『Kokiku

』
一
九
七
五
年
十
月
号
、
二
一
頁
。 

(15) 
KIKU 

TV

開
局
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
前
掲
の
魚
住
（
一
九
九
八
年
）
に
大

幅
に
依
拠
し
た
。 

(16) 

魚
住
、
前
掲
、
八
七
頁
。 

(17) 

自
主
制
作
番
組
に
は
、
英
会
話
講
座
、
漢
字
の
話
、
市
民
講
座
、
ク
イ
ズ
番
組
、

こ
ど
も
の
た
め
の
マ
ン
ガ
学
校
「
マ
イ
ナ
大
学
」（
藤
井
画
夢
が
担
当
）
な
ど
が
あ
っ

た
。制
作
費
を
お
さ
え
た
番
組
ば
か
り
だ
っ
た
が
、視
聴
者
に
は
好
評
だ
っ
た
と
い
う
。

（
藤
井
画
夢
「
ハ
ワ
イ
の
日
本
語
テ
レ
ビ
局
変
遷
」『Kokiku

』
一
九
八
五
年
七
月
号
、

三
三
頁
） 

(18) 

田
坂
、
前
掲
書
、
一
三
二
頁
。
紅
白
歌
合
戦
は
当
初
、
録
画
ビ
デ
オ
に
よ
る
放
映

で
あ
っ
た
が
、
一
九
八
二
年
の
大
晦
日
よ
り
、KIKU

が
ハ
ワ
イ
史
上
初
め
て
衛
星
中

継
に
よ
る
同
日
放
送
（
ハ
ワ
イ
時
間
十
二
月
三
一
日
夜
九
時
か
ら
一
二
時
）
を
開
始
し

た
。 

(19)
『Kokiku

』
で
は
、
非
日
系
の
読
者
・
テ
レ
ビ
視
聴
者
の
存
在
が
度
々
紹
介
さ
れ

て
い
る
。
一
九
七
六
年
十
一
月
号
「
こ
ん
な
人
も
見
て
い
る
ーKIKU

日
本
語
テ
レ
ビ

の
フ
ァ
ン
に
変
わ
り
だ
ね
が
多
い
が
、
な
か
で
も
ヴ
ァ
ン
ス
は
人
種
的
に
ふ
る
っ
て
い

る
」（
一
四
頁
）、
一
九
七
七
年
七
月
号
「
日
本
の
俳
優
や
歌
手
の
紹
介
も
視
聴
者
の
よ

き
手
引
き
と
な
り
小
生
な
ど
も
彼
ら
の
経
歴
そ
の
他
に
精
通
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ビ
ル
・
マ
テ
ィ
ン
グ
リ
イ
」（
一
七
頁
）。NGN

時
代
に
も
、
一
九
八
四
年
九
月
号

「
コ
ギ
ク
の
読
者
は
ハ
ワ
イ
の
日
系
社
会
の
『
縮
図
』
で
あ
る
こ
と
を
、
長
く
続
け
れ

ば
続
け
る
ほ
ど
痛
感
い
た
し
ま
す
。
／
つ
ま
り
、
日
系
の
ア
メ
リ
カ
各
世
代
、
ま
た
配

偶
者
や
友
人
が
日
系
で
あ
る
他
人
種
の
人
々
更
に
メ
イ
ン
ラ
ン
ド
、グ
ア
ム
、カ
ナ
ダ
、

日
本
と
、
ぐ
ん
ぐ
ん
そ
の
輪
は
広
が
り
ま
す
」（
四
二
頁
）、
一
九
九
二
年
六
月
号
「
人

種
の
る
つ
ぼ
ハ
ワ
イ
が
日
語
テ
レ
ビ
フ
ァ
ン
に
も
反
映
」（
三
三
頁
）。 

(20)
『Kokiku

』
一
九
八
一
年
一
月
号
、
一
九
頁
。 

(21)
『Kokiku

』
一
九
八
〇
年
九
月
号
、
三
四
頁
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

(22) 

二
〇
一
四
年
九
月
六
日
の
聞
き
取
り
（
於
：
ホ
ノ
ル
ル
市NGN

オ
フ
ィ
ス
）
に
よ

る
。 

(23) 

鈴
木
瑞
枝
『Kokiku

』
一
九
八
七
年
十
月
号
、
四
二
頁
。 

(24) 

テ
レ
ビ
東
京
の
取
締
役
・
番
組
販
売
社
長
と
し
てNGN

創
設
に
か
か
わ
っ
た
深
谷

憲
一
は
、NGN

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
協
力
の
動
機
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
回
想
し
て

い
る
。「
西
友
ス
ト
ア
は
、
ハ
ワ
イ
に
自
社
を
は
じ
め
西
武
百
貨
店
、
西
武
鉄
道
等
西

武
グ
ル
ー
プ
の
進
出
も
あ
っ
て
関
心
が
強
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
堤
清
二
社
長
は
、

「
ゴ
ー
ル
デ
ン
タ
イ
ム
に
日
本
語
放
送
が
な
く
な
っ
て
日
系
家
庭
が
困
っ
て
い
る
の

に
黙
っ
て
い
る
わ
け
に
も
い
く
ま
い
。
採
算
は
第
二
と
し
て
文
化
的
事
業
と
し
て
の
意

義
は
大
き
い
」
と
し
て
、
積
極
的
に
促
進
す
る
こ
と
に
な
り
、
同
社
の
外
国
部
が
相
当

の
力
を
入
れ
て
事
務
局
を
引
き
受
け
、
著
作
権
団
体
と
の
交
渉
や
ら
番
組
の
輸
送
を
受

け
持
つ
中
央
映
画
貿
易
社
の
選
定
、
さ
ら
に
当
放
送
会
社
の
東
京
支
社
設
置
ま
で
中
心

と
な
っ
て
推
進
し
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
テ
レ
ビ
東
京
の
中
川
［
順
］
社
長
は
、
五
六

年
初
頭
の
経
営
方
針
の
一
つ
と
し
て
、
国
際
化
路
線
に
推
進
を
挙
げ
て
お
り
、
可
能
な

限
り
協
力
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
」。
深
谷
憲
一
「
番
組
供
給
会
社
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
たNGN

（
ニ
ッ
ポ
ン
・
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）」『
月
刊
放
送
ジ
ャ
ー
ナ

ル
』
第
一
二
巻
第
五
号
、
一
九
八
二
年
、
三
二
頁
。 

(25) 

深
谷
、
前
掲
、
三
三
頁
。 

(26)
『East-West 

Journal

』
一
九
八
一
年
十
二
月
一
日
号
、
五
頁
。 

(27) 
NGN

契
約
者
は
、エ
リ
ア
内
の
ケ
ー
ブ
ル
加
入
の
日
系
家
庭
の
約
四
割
を
占
め
た
。

深
谷
、
前
掲
、
三
三
頁
。 

(28)
『Kokiku

』
一
九
八
五
年
一
二
月
号
、
七
頁
。 

(29) 

ハ
ワ
イ
へ
の
観
光
客
数
は
一
九
七
二
年
に
二
〇
〇
万
人
を
突
破
。
軍
事
、
砂
糖
、

パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
な
ど
の
産
業
を
抜
い
て
観
光
が
ハ
ワ
イ
の
第
一
産
業
と
な
っ
た
。
七
六

年
に
は
三
〇
〇
万
人
、
八
二
年
に
四
〇
〇
万
人
、
八
六
年
に
五
〇
〇
万
人
と
加
速
度
的

に
増
加
。
日
本
人
観
光
客
の
数
も
一
九
八
〇
年
代
に
急
増
し
、
一
九
九
〇
年
に
は
年
間

で
約
七
〇
〇
万
人
の
う
ち
約
二
〇
〇
万
人
が
日
本
か
ら
の
観
光
客
と
な
り
、
ハ
ワ
イ
州




